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文　　　化

一

は
じ
め
に

　

明
治
末
年
の
日
本
に
留
学
し
た
現
代
中
国
の
文
学
者
、
周
作
人

（
一
八
八
五
―
一
九
六
七
年
、
留
日
は
〇
六
―
一
一
年
）
は
、
当
時
の
読

書
経
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

後
に
東
京
へ
来
て
洋
書
が
手
に
入
り
や
す
い
の
を
見
て
、
買
っ
て

読
む
よ
う
に
な
り
、
得
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
だ
し
私

が
読
ん
だ
の
は
英
文
学
で
は
な
い
。
英
語
を
媒
介
に
し
て
雑
多
に
読

ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
弱
小
民
族
の
文
学

だ
っ
た
。
当
時
日
本
で
は
長
谷
川
二
葉
亭
と
昇
曙
夢
が
も
っ
ぱ
ら
ロ

シ
ア
文
学
を
訳
し
、
馬
場
孤
蝶
は
大
陸
文
学
を
紹
介
し
て
い
た
。
私

は
特
別
な
関
心
を
抱
い
た
。
そ
の
原
因
に
は
、『
民
報
』
が
東
京
で

発
刊
さ
れ
〔
一
九
〇
五
年
刊
行
の
中
国
同
盟
会
の
機
関
誌
。
引
用
者

注
、以
下
同
じ
〕、中
国
革
命
運
動
が
ち
ょ
う
ど
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、

私
た
ち
は
民
族
思
想
の
影
響
を
受
け
た
の
で
、
強
国
の
文
学
よ
り
も

い
わ
ゆ
る
虐
げ
ら
れ
侮
辱
を
受
け
た
国
民
の
文
学
に
対
し
尊
重
と
親

近
感
を
抱
い
て
い
た
、と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
中
で
も
、ポ
ー

ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
が
最
も

重
要
で
、
ロ
シ
ア
も
当
時
は
専
制
に
抗
っ
て
い
た
の
で
、
弱
小
民
族

で
は
な
い
が
こ
の
列
に
加
え
た
。�

〔
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
〕

　
「�

私
の
雑
学
（
五
）　

外
国
小
説
」（『
華
北
新
報
』
一
九
四
四
年
六

月
四
日（
一
））

　

周
作
人
は
日
露
戦
後
の
一
九
〇
〇
年
代
後
半
の
日
本
で
、
英
語
や
日
本

語
を
通
し
て
ロ
シ
ア
文
学
に
触
れ
た
。
一
方
、
中
国
で
ロ
シ
ア
文
学
が
翻

訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
主
に
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
本
格
的

に
は
一
〇
年
代
末
以
降
で
あ
る
。『
中
国
翻
訳
詞
典
』
の
項
目
「
中
国
に

お
け
る
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
」
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
文
学
が
中
国
に

入
っ
た
の
は
〇
三
年
の
プ
ー
シ
キ
ン
『
大
尉
の
娘
』
以
降
で
、
ソ
ビ
エ

　
　
　

中
国
に
お
け
る
日
本
を
経
由
し
た
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
受
容
の
一
側
面

　
　
　
　
　
―
―
昇
曙
夢
の
紹
介
・
翻
訳
を
中
心
に
―
―

大　

東　

和　

重
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二

ト
作
家
で
最
も
早
く
訳
さ
れ
た
の
は
〇
七
年
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
だ
と
す
る
。

一
九
年
の
五
四
運
動
以
後
、
翻
訳
数
が
増
加
し
、
八
年
間
に
訳
さ
れ
た
外

国
文
学
の
単
行
本
は
百
八
十
七
種
、
う
ち
ロ
シ
ア
は
三
分
の
一
強
を
占
め

た
と
い
う
。「
二
十
年
代
末
か
ら
は
、多
く
の
文
壇
の
大
家
た
ち
が
ロ
シ
ア
・

ソ
ビ
エ
ト
文
学
を
翻
訳
し
た
。
例
え
ば
魯
迅
訳
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
『
ロ
シ
ア

童
話
集
』
な
ど
。（
中
略
）
革
命
文
学
運
動
が
必
要
と
し
た
た
め
、
魯
迅

や
瞿
秋
白
は
率
先
し
て
レ
ー
ニ
ン
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
、
ル

ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
の
文
学
理
論
を
翻
訳
し
た（
二
）」。

　

中
国
に
お
け
る
ロ
シ
ア
文
学
受
容
に
は
、
本
国
か
ら
の
直
接
の
受
容
以

外
に
、
欧
米
あ
る
い
は
日
本
を
経
由
し
た
受
容
が
あ
っ
た
。
中
で
も
日
本

を
経
由
し
た
受
容
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て
多
く
の

留
学
生
が
来
日
し
文
学
に
触
れ
た
ゆ
え
に
、
重
要
で
あ
る（
三
）。

周
作
人
が
回

想
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
ロ
シ
ア
文
学
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
帰
国
後
も

関
心
を
継
続
し
つ
つ
、
旺
盛
な
文
学
活
動
を
展
開
し
た
。
ロ
シ
ア
語
の
で

き
る
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
場
合
、
英
・
独
・
日
本
語
訳
を
通

し
て
の
受
容
で
あ
っ
た
点
に
も
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
の
受
容
の
過
程
で
、
奄
美
大
島
出
身
の
ロ
シ
ア
文
学
者
、
昇
曙
夢

（
一
八
七
八
―
一
九
五
八
年
）
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
魯
迅
や
周

作
人
は
曙
夢
の
紹
介
や
翻
訳
に
触
れ
た
し
、
他
に
も
曙
夢
の
活
動
か
ら
恩

恵
を
こ
う
む
っ
た
留
学
生
は
多
い
。
曙
夢
は
一
九
〇
三
年
ニ
コ
ラ
イ
正
教

神
学
校
を
卒
業
し
、
母
校
な
ど
で
ロ
シ
ア
語
の
講
師
を
し
つ
つ
、
ロ
シ
ア
・

ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
紹
介
や
翻
訳
者
と
し
て
息
長
く
活
動
し
た
。
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
日
本
を
代
表
す
る
翻
訳
・
研
究
者
の
一
人
で
あ
る（

四
）。

　

第
一
章
以
降
、
中
国
に
お
け
る
昇
曙
夢
を
経
由
し
た
ロ
シ
ア
文
学
受
容

を
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
曙
夢
の
主
要
な
ロ
シ
ア
文
学
研
究
の
著
作

を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
曙
夢
は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
孜
々
と
し
て

著
訳
に
従
事
し
た
。
著
作
は
膨
大
な
量
で
、
全
貌
を
う
か
が
う
の
は
困
難

だ
が
、
大
き
く
、
一
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
の
文
学
・
芸
術
の
紹
介
と
翻
訳
、

二
、
ロ
シ
ア
伝
統
文
化
の
紹
介
と
翻
訳
、
三
、
故
郷
奄
美
大
島
に
関
す
る

も
の
、
に
分
か
れ
る（
五
）。

本
稿
で
扱
う
の
は
一
で
、
戦
前
の
主
著
に
は
以
下

の
三
種
が
あ
る
。

　

明
治
末
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
露
西
亜
文
学
研
究
』（
隆
文
館
、

一
九
〇
七
年
）
は
、
曙
夢
の
最
初
の
本
格
的
な
ロ
シ
ア
文
学
論
で
あ
る
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
近
代
文
学
を
論
じ
た
「
序
文
」
で
は
、
体
系
的

な
ロ
シ
ア
文
学
研
究
と
し
て
は
本
邦
初
の
試
み
、
と
胸
を
張
る
。

　

我
が
文
壇
に
於
て
露
国
の
作
物
は
、
仮
令
重
訳
に
も
せ
よ
、
比
較

的
多
く
伝
播
せ
ら
る
ゝ
が
如
し
と
雖
も
、
文
学
と
し
て
の
系
統
的
研

究
に
至
り
て
は
極
め
て
零
砕
な
る
断
片
を
除
く
の
外
、
吾
人
未
だ
之

有
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
斯
の
如
く
に
し
て
果
し
て
能
く
露
文
学
の

神
髄
に
徹
底
し
得
べ
き
や
、
是
れ
吾
人
が
敢
て
拙
著
を
公
に
し
て
広

く
世
に
問
は
ん
と
す
る
所
以
な
り
。（
中
略
）
幸
ひ
に
し
て
露
文
学

に
関
す
る
概
念
の
幾
分
に
て
も
我
が
読
書
界
に
与
ふ
る
を
得
ば
著
者

の
望
や
足
れ
り
。
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三

　

大
正
半
ば
に
刊
行
さ
れ
た『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』（
新
潮
社
、

一
九
一
五
年
二
月
）
は
、
前
著
に
つ
づ
く
時
代
を
対
象
と
し
、
ア
ン

ド
レ
ー
エ
フ
ら
次
世
代
の
作
家
を
論
じ
る（
六
）。
そ
の
意
図
を
「
序
」
で

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

一
面
此
の
時
勢
の
機
運
〔
欧
州
大
戦
の
影
響
〕
に
促
さ
れ
、
一
面

現
代
の
露
西
亜
を
知
ら
ん
と
す
る
我
が
読
書
界
の
要
求
に
副
は
ん
が

為
め
、
過
去
十
年
間
の
研
究
を
組
織
的
に
纏
め
た
の
が
則
ち
本
書
で

あ
る
。
此
意
味
に
於
て
本
書
は
実
に
私
の
半
生
の
事
業
中
最
善
の
努

力
を
傾
注
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
私
自
身
に
於
て
は
寧
ろ
今
迄
の
翻

訳
事
業
よ
り
も
、
遙
か
に
多
大
の
価
値
を
此
書
に
置
い
て
居
る
。
今

迄
の
私
の
翻
訳
な
ど
は
寧
ろ
此
書
を
完
成
せ
ん
が
為
の
準
備
的
労
作

に
過
ぎ
な
か
つ
た
と
言
つ
て
い
ゝ
。（
中
略
）
／
現
代
文
学
全
般
に

関
し
て
一
の
纏
ま
つ
た
研
究
が
露
西
亜
本
国
で
す
ら
未
だ
出
て
居
な

い
今
日
、
此
書
が
不
完
全
な
が
ら
も
是
程
ま
で
に
纏
め
得
た
と
い
ふ

こ
と
を
認
め
て
貰
へ
ば
、
筆
者
は
そ
れ
で
満
足
で
あ
る
。
之
を
諸
外

国
に
就
い
て
見
て
も
、
現
代
露
西
亜
文
学
に
関
す
る
著
書
は
甚
だ
稀

で
あ
る
。
殊
に
其
全
般
に
関
す
る
纏
ま
つ
た
研
究
に
至
つ
て
は
露
西

亜
同
様
一
つ
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』
は
、
昇
曙
夢
の
自
負
す
る
よ
う
に
、
自

ら
が
続
々
と
訳
出
し
て
い
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
ら
、
同
時
代
の
ロ
シ
ア
の

作
家
た
ち
を
総
合
的
に
論
じ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
ン
ド
レ
ー

エ
フ
の
翻
訳
は
、
曙
夢
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
翻
訳
、
及
び
他
の
作
家

に
よ
る
重
訳
を
通
し
て
、
明
治
末
年
の
日
本
で
熱
心
に
読
ま
れ
た
。
日
本

に
来
た
中
国
人
留
学
生
も
、
曙
夢
の
著
作
に
よ
っ
て
同
時
代
の
ロ
シ
ア
文

学
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
経
て
、
二
二
年
に
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義

共
和
国
連
邦
が
誕
生
し
た
後
も
、
曙
夢
は
同
時
代
の
文
学
を
追
い
か
け
、

紹
介
に
努
め
た
。
代
表
的
な
著
作
が『
革
命
後
の
ロ
シ
ヤ
文
学
』（
改
造
社
、

一
九
二
八
年
五
月
）
で
、「
は
し
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

本
書
は
則
ち
革
命
以
来
最
近
十
年
間
に
亘
る
新
ロ
シ
ヤ
文
芸
の
発

達
と
趨
勢
と
傾
向
、
各
流
派
の
消
長
、
思
潮
の
推
移
、
作
品
の
特
質

等
に
就
い
て
、
著
者
が
年
来
研
究
し
た
も
の
を
、
革
命
十
年
の
記
念

に
纏
め
た
も
の
で
、
謂
は
ゞ
新
ロ
シ
ヤ
文
芸
の
鳥
瞰
図
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
過
ぐ
る
十
年
間
の
総
決
算
で
あ
る
。
既
刊
『
露
西
亜
現
代
の

思
潮
及
文
学
』
の
直
ぐ
後
を
承
け
て
ゐ
る
点
か
ら
言
へ
ば
、
そ
の
姉

妹
篇
と
も
言
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う（
七
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
昇
曙
夢
は
明
治
末
年
か
ら
昭
和
・
戦
後
に
か
け
て
、

ロ
シ
ア
文
学
の
紹
介
・
翻
訳
・
研
究
に
尽
力
し
た
。
中
国
人
日
本
留
学
生

で
ロ
シ
ア
文
学
に
関
心
を
持
つ
者
は
、
留
学
中
は
も
ち
ろ
ん
帰
国
後
も
、

大
き
な
恩
恵
を
受
け
た
。
本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
を
経
由
し
た



― 117（ 4） ―― 116（ 5） ―

中国における日本を経由したロシア・ソビエト文学受容の一側面……大東　和重

四

ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
受
容
の
一
側
面
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
後
半

ま
で
の
中
国
で
、
曙
夢
の
紹
介
・
翻
訳
が
い
か
に
読
ま
れ
た
か
を
概
観
し

て
み
た
い
。

第
一
章
　�

昇
曙
夢
を
通
し
た
ロ
シ
ア
文
学
の
受
容
―
明
治
末
年
か
ら
大
正

半
ば
に
か
け
て

　

中
国
で
最
初
に
昇
曙
夢
の
著
作
を
翻
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
日

本
留
学
経
験
者
で
あ
る
汪
馥
泉
（
一
九
〇
〇
―
五
九
年
、
留
日
は
一
九

―
二
二
年
）
で
あ
る
。
汪
は
杭
州
出
身
の
翻
訳
者
・
編
集
者
で
、
ワ
イ

ル
ド
や
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
な
ど
を
日
本
語
か
ら
翻
訳
し
た
。
ロ
シ
ア
文
学

紹
介
の
過
程
に
お
い
て
、
汪
は
曙
夢
『
露
国
改
造
の
悲
劇
』（
豫
章
堂
、

一
九
二
〇
年
四
月
）
の
「
ロ
シ
ヤ
文
学
と
社
会
改
造
運
動
」
を
、
中
国
の

代
表
的
な
総
合
誌
『
東
方
雑
誌
』
に
訳
出
し
た
（「
俄
羅
斯
文
学
与
社
会

改
造
運
動
」、
第
十
九
巻
第
五
号
、
一
九
二
二
年
三
月（
八
））。

　

た
だ
し
、
中
国
の
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
に
お
い
て
、
日
本
語
か
ら
の
重
訳

が
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
点
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
秋
吉
収
「
中

国
に
お
け
る
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
受
容
」
は
、
汪
馥
泉
に
よ
る
昇
曙
夢
翻
訳
を

例
に
挙
げ
て
、
当
時
中
国
で
ロ
シ
ア
文
学
を
導
入
す
る
際
に
、
日
本
文
壇

の
動
き
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
魯
迅
や
周
作
人
ら
日
本
留
学
生
の

存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
も
、
訳
出
の
際
に
依
拠
し
た
の

は
英
語
も
し
く
は
独
語
訳
で
、「
日
本
語
訳
を
媒
介
と
し
た
も
の
は
見
ら

れ
な
い
」
と
指
摘
す
る（

九
）。
ま
た
三
宝
政
美
「
中
国
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ホ
フ
」

は
、
一
九
二
〇
年
代
の
翻
訳
紹
介
に
つ
い
て
、
流
入
の
ル
ー
ト
と
し
て
は

英
訳
か
ら
の
重
訳
が
多
く
、「
そ
の
分
日
本
語
訳
か
ら
が
な
か
っ
た
の
は

意
外
」
だ
と
述
べ
る
（
一
〇
）。

留
学
経
験
者
の
存
在
に
よ
っ
て
、
日
本
の
流
行
が

反
映
さ
れ
つ
つ
も
、
訳
出
の
際
に
は
必
ず
し
も
日
本
語
経
由
で
は
な
か
っ

た
。

　

昇
曙
夢
の
ロ
シ
ア
文
学
紹
介
は
、
汪
馥
泉
が
翻
訳
す
る
は
る
か
以
前
か

ら
、
日
本
留
学
生
に
よ
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
。
一
九
〇
六
年
か
ら
留
学
し

た
周
作
人
が
、
曙
夢
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
冒
頭
で
見
た
。
周

は
先
の
引
用
よ
り
の
ち
の
『
知
堂
回
想
録
』
で
も
、
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
だ

経
験
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
こ
の
ロ
シ
ア
語
学
習
ク
ラ
ス
〔
一
九
〇
六
年
、
留
学
生

の
友
人
六
名
で
、
ロ
シ
ア
人
女
性
教
師
に
習
っ
た
〕
は
、
成
立
の
当

初
か
ら
や
や
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
学
費
が
高
す
ぎ
た
の
で
、

長
く
つ
づ
け
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
の
だ
。（
中
略
）
私
た
ち
が
ロ

シ
ア
語
を
学
ん
だ
の
は
そ
の
自
由
を
求
め
る
革
命
精
神
と
文
学
に
心

服
し
て
い
た
か
ら
で
、
語
学
の
修
得
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
当
初

の
意
図
は
ず
っ
と
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
英
語
あ
る
い
は
ド
イ

ツ
語
を
用
い
て
間
接
的
に
追
求
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
そ
の

際
に
日
本
語
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
便
利
な
の
だ
が
、
当
時
ロ

シ
ア
文
学
の
翻
訳
の
人
材
は
日
本
で
も
欠
乏
し
て
い
て
、
し
ば
し
ば
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五

目
に
す
る
の
は
長
谷
川
二
葉
亭
と
昇
曙
夢
の
二
人
の
み
だ
っ
た
。
た

ま
た
ま
翻
訳
が
雑
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
と
、

昇
曙
夢
は
ま
だ
忠
実
な
訳
だ
が
、
二
葉
亭
の
は
自
ら
が
文
人
で
あ
る

ゆ
え
に
、
訳
文
の
芸
術
性
が
高
く
、
つ
ま
り
は
よ
り
日
本
化
さ
れ
て

い
て
、
忠
実
度
で
は
劣
る
。
私
た
ち
材
料
を
求
め
て
い
る
者
か
ら
す

る
と
、
参
考
の
資
料
と
は
な
っ
て
も
、
翻
訳
に
お
い
て
依
拠
す
る
と

こ
ろ
と
は
で
き
な
か
っ
た

（
一
一
）。

　

上
記
の
ロ
シ
ア
語
学
習
者
に
は
、
周
作
人
の
兄
、
魯
迅
（
一
八
八
一
―

一
九
三
六
年
、
留
日
は
〇
二
―
〇
九
年
）
も
含
ま
れ
る
。
魯
迅
が
い
つ
昇

曙
夢
の
著
作
に
触
れ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
魯
迅
全
集
』
で
曙

夢
が
出
て
く
る
の
は
か
な
り
遅
く
、
日
記
の
一
九
二
五
年
二
月
十
四
日
に

お
い
て
で
あ
る
。

　

晴
、風
。
午
前
、東
亜
公
司
〔
北
京
の
日
本
語
書
店
〕
の
店
員
、『
露

国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』
一
冊
を
届
け
て
来
る
。
三
元
六
角（
一
二
）。

　

魯
迅
が
購
入
し
た
昇
曙
夢
の
大
正
期
の
主
著
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文

学
』（
前
掲
）
は
、初
版
で
は
な
く
増
補
改
訂
版
（
改
造
社
、一
九
二
三
年
）

で
あ
る
。
一
方
、
弟
の
周
作
人
は
初
版
を
、
刊
行
後
す
ぐ
に
入
手
し
て
い

た
。
日
記
の
一
九
一
七
年
六
月
三
十
日
及
び
七
月
一
日
に
は
次
の
記
述
が

あ
る
（
一
三
）。

　

午
後
に
東
京
堂
が
二
十
日
に
郵
送
し
た
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文

学
』
を
受
け
取
る
。（
中
略
）

　
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』
を
読
む（
一
四
）。

　
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』
を
購
入
し
た
魯
迅
が
、
次
に
昇
曙
夢
に

言
及
す
る
の
は
、「『
貧
し
き
人
々
』
小
序
」〔「『
窮
人
』
小
引
」〕（『
語
絲
』

第
八
十
三
期
、
一
九
二
六
年
六
月
十
四
日
）
に
お
い
て
で
あ
る
（
一
五
）。

　

中
国
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
知
っ
て
十
年
近
く
に
な
る
。
彼

の
姓
は
す
で
に
聞
き
慣
れ
た
が
、
作
品
の
翻
訳
は
ま
だ
見
ら
れ
な

い
。（
中
略
）
こ
の
た
び
叢
蕪
が
や
っ
と
彼
の
最
初
の
作
品
を
、
は

じ
め
て
中
国
に
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
わ
た
し
は
欠
け
て
い
た

と
こ
ろ
が
ち
ゃ
ん
と
お
ぎ
な
わ
れ
た
よ
う
な
感
が
す
る
。
こ
の
書
は

Constance�Garnett

の
英
訳
本
を
主
と
し
、M

odern�Library

の

英
訳
本
を
参
考
に
し
て
訳
出
し
て
い
る
。
異
同
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

私
が
原
白
光
〔
原
久
一
郎
、
一
八
九
〇
―
一
九
七
一
年
〕
の
日
訳

本
〔『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
』
第
五
巻
、
新
潮
社
、
一
九
二
五

年
所
収
の
『
貧
し
き
人
々
』
か
〕
と
比
較
し
て
ど
ち
ら
に
従
う
か
を

決
め
、
さ
ら
に
素
園
〔
韋
素
園
（
一
九
〇
二
―
三
二
年
）〕
が
原
文

に
よ
っ
て
校
定
し
た
。（
中
略
）
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
人
と
そ
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
短
時
間
で
研
究
し
尽
く
せ
る
も
の
で

は
な
く
、
全
面
的
に
論
ず
る
こ
と
な
ど
、
わ
た
し
の
能
力
の
お
よ
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ぶ
と
こ
ろ
で
は
絶
対
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
管
見
の
説
と
す
る

ほ
か
な
く
、
わ
ず
か
に
、D

ostoievsky

’s�Literarishe Schriften,�

M
ereschkovsky

’s�D
ostoievsky und T

olsoy

、
昇
曙
夢
の
『
露

西
亜
文
学
研
究
』
の
三
冊
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
み
た
だ
け
な
の
で

あ
る（
一
六
）。

　
『
露
西
亜
文
学
研
究
』（
前
掲
）
は
昇
曙
夢
の
明
治
末
年
の
主
著
だ
が
、

魯
迅
が
い
つ
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
回
想
か
ら
し
て
、

周
作
人
は
こ
れ
も
手
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
一
九
二
三
年
の

絶
交
以
前
の
周
兄
弟
の
仲
睦
ま
じ
さ
か
ら
し
て
、
弟
だ
け
が
早
く
か
ら
曙

夢
に
触
れ
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
（
一
七
）。

　

魯
迅
は
日
本
語
や
、
中
国
で
学
び
は
じ
め
日
本
で
み
が
き
を
か
け
た
ド

イ
ツ
語
を
通
し
て
、
ロ
シ
ア
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
外
国
文
学
の
知

識
を
獲
得
し
て
い
た
。
飯
倉
照
平
は
、
魯
迅
は
日
本
語
が
達
者
だ
っ
た
の

み
な
ら
ず
、
残
し
た
業
績
の
半
分
は
翻
訳
で
、
し
か
も
翻
訳
は
独
語
よ
り

も
日
本
語
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、「
彼
に
と
っ
て
日
本
語

は
、
世
界
に
目
を
開
く
た
め
の
、
も
っ
と
も
有
力
な
手
段
で
あ
っ
た
」
と

し
て
い
る
（
一
八
）。
中
で
も
ロ
シ
ア
文
学
理
解
は
、
曙
夢
を
は
じ
め
日
本
の
ロ
シ

ア
文
学
受
容
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
ロ
シ
ア
文
学
受
容
に
お
け
る
昇
曙
夢
の
活
動
の
影
響
は
、
紹

介
・
研
究
よ
り
も
翻
訳
の
方
が
大
き
い
。
明
治
末
年
に
お
け
る
曙
夢
の

翻
訳
で
重
要
な
の
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
「
霧
」
な
ど
を
含
む
翻
訳
集
、

『
露
西
亜
現
代
代
表
作
家　

六
人
集
』（
易
風
社
、
一
九
一
〇
年
）、
及
び

同
「
地
下
室
」
な
ど
を
含
む
、『
毒
の
園　

露
国
新
作
家
集
』（
新
潮
社
、

一
九
一
二
年
）
の
二
冊
で
あ
る
。『
六
人
集
』
の
「
自
序
」
で
、
曙
夢
は

翻
訳
の
姿
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。�

　

六
人
も
異
つ
た
作
家
を
一
人
の
手
で
訳
し
て
、
而
も
各
作
家
の
特

色
を
原
作
其
儘
に
彷
彿
さ
せ
や
う
と
す
る
に
は
一
通
り
で
は
な
い
。

動
も
す
る
と
、
訳
文
が
型
に
嵌
つ
て
、
千
篇
一
律
に
な
つ
て
了
ふ
虞

が
あ
る
。（
中
略
）
斯
か
る
場
合
、
訳
者
の
取
つ
た
態
度
は
、
何
処

ま
で
も
我
を
殺
し
て
原
作
に
活
き
る
と
云
ふ
精
神
で
あ
つ
た
。
そ
れ

が
為
に
は
邦
文
と
し
て
は
随
分
無
理
な
点
も
あ
る
と
思
つ
て
居
る
。

（
中
略
）
訳
者
は
書
中
の
六
人
を
訳
す
る
に
当
つ
て
、
言
ひ
表
は
さ

れ
る
だ
け
は
―
―
そ
し
て
其
れ
が
日
本
の
読
者
に
了
解
出
来
る
だ

け
は
―
―
忠
実
に
原
文
其
儘
に
言
ひ
表
は
さ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ

る（
一
九
）。

　

先
に
引
用
し
た
周
作
人
の
回
想
に
、
二
葉
亭
四
迷
の
訳
と
比
べ
て
、「
昇

曙
夢
は
ま
だ
忠
実
な
訳
」
と
の
評
が
あ
っ
た
。
曙
夢
以
前
の
ロ
シ
ア
文
学

翻
訳
は
、
二
葉
亭
の
よ
う
に
原
語
か
ら
直
接
翻
訳
し
た
も
の
で
も
、
森
鷗

外
・
上
田
敏
の
よ
う
に
独
語
も
し
く
は
仏
語
か
ら
重
訳
し
た
も
の
で
も
、

訳
者
の
個
性
が
強
く
出
て
い
た
。
例
え
ば
鷗
外
と
敏
の
両
者
が
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
訳
し
た
「
ク
サ
カ
」
は
、
い
ず
れ
も
翻
訳
臭
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
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七

あ
た
か
も
各
自
の
創
作
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
渾
然
た
る
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
る
（
二
〇
）。
と
こ
ろ
が
曙
夢
の
翻
訳
に
至
っ
て
、
原
作
者
よ
り
も
訳
者

一
流
の
文
体
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
翻
訳
か
ら
、
訳
者
の
個
性
が
出
な

い
、
悪
く
い
え
ば
訳
文
ら
し
い
無
味
で
平
板
な
文
体
の
翻
訳
へ
と
移
行
し

た
。
曙
夢
自
身
、「
邦
文
と
し
て
は
随
分
無
理
な
点
も
あ
る
」
と
認
め
る

よ
う
に
、「
忠
実
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
原
文
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
訳
文
は
、
訳
者
よ
り
も
原
作
者
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
翻
訳

が
、
明
治
末
年
の
文
学
を
愛
好
す
る
青
年
た
ち
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。

　

昇
曙
夢
の
還
暦
を
記
念
し
て
復
刻
さ
れ
た
、『
六
人
集
と
毒
の
園　

附

文
壇
諸
家
感
想
録
』（
昇
先
生
還
暦
記
念
刊
行
会
、
一
九
三
九
年
九
月
）

に
は
、
副
題
の
通
り
、
数
多
く
の
文
学
者
た
ち
が
、
若
き
日
に
曙
夢
の
二

冊
の
訳
書
か
ら
受
け
た
強
い
印
象
を
記
し
て
い
る
（
二
一
）。

例
え
ば
、
小
川
未
明

（
一
八
八
二
―
一
九
六
一
年
）
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

明
治
の
末
葉
か
ら
、
大
正
へ
か
け
て
の
文
学
を
新
興
文
学
と
す
れ

ば
、
そ
の
黎
明
期
に
於
て
我
が
文
野
に
、
最
も
影
響
を
与
へ
た
も
の

は
、
何
と
い
つ
て
も
ロ
シ
ア
文
学
で
あ
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
文
学
の
感

化
は
、
独
り
我
が
国
だ
け
で
な
か
つ
た
で
せ
う
。
芸
術
の
た
め
の
芸

術
に
反
省
を
与
へ
て
、
人
類
の
た
め
の
芸
術
で
あ
り
、
正
義
の
た
め

の
芸
術
で
あ
る
こ
と
に
、
深
く
作
家
を
自
覚
せ
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。

洵
に
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
文
学
は
、
血
で
書
か
れ
た
悲
痛
な
民
族
の

記
録
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
昇
さ
ん
の
訳
さ
れ
た
、
数
多
く
の
作
篇
や
、
二
葉
亭
の
翻

訳
が
、新
に
雑
誌
に
発
表
さ
れ
る
と
、私
達
は
、争
つ
て
こ
れ
を
読
み
、

そ
の
た
び
に
、
胸
の
血
が
熱
し
、
感
激
に
浸
つ
た
も
の
で
し
た
。

　
「�

胸
の
血
の
熱
す
る
を
覚
ゆ
」（『
六
人
集
と
毒
の
園
』
前
掲
、

五
七
二
頁
）

　

同
伴
者
作
家
だ
っ
た
未
明
の
感
想
は
、
民
族
問
題
を
通
し
た
ロ
シ
ア
文

学
へ
の
共
感
な
ど
、
周
作
人
の
回
想
と
通
じ
る
部
分
が
あ
る
。
曙
夢
の
翻

訳
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
の
を
待
ち
か
ね
て
争
っ
て
読
ん
だ
と
の
回
想
は

多
く
見
ら
れ
る
。
相
馬
御
風（
一
八
八
三
―
一
九
五
〇
年
）は
、「「
六
人
集
」、

「
毒
の
園
」、
い
づ
れ
も
懐
か
し
い
名
著
で
あ
る
。
中
に
は
雑
誌
に
掲
げ
ら

れ
た
時
に
幾
度
と
な
く
読
ま
せ
て
貰
ひ
、
更
に
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
か

ら
幾
十
度
読
み
返
し
た
か
わ
か
ら
な
い
や
う
な
も
の
も
少
く
な
い
。
そ
し

て
そ
れ
に
よ
つ
て
ど
れ
ほ
ど
多
く
お
蔭
を
蒙
つ
た
か
わ
か
ら
な
い
」
と
回

想
す
る
（「
意
味
深
い
お
企
て
」、
五
四
七
頁
）。

　

ロ
シ
ア
文
学
へ
の
関
心
が
高
ま
る
も
、
翻
訳
が
多
く
な
い
中
、
曙
夢
の

翻
訳
は
旱
天
の
慈
雨
だ
っ
た
。
豊
島
与
志
雄
（
一
八
九
〇
―
一
九
五
五
年
）

は
、
旧
制
高
校
時
代
、
ロ
シ
ア
文
学
に
惹
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
翻
訳
は

き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
と
い
い
、「
雑
誌
な
ど
を
漁
つ
た
り
、
時
に
は
仏

語
訳
や
英
語
訳
の
も
の
を
求
め
た
り
し
て
、
僅
に
渇
を
い
や
し
て
る
際
で
、

昇
曙
夢
氏
訳
の
右
の
二
書
が
相
次
で
出
た
こ
と
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
繰

返
し
愛
読
し
た
」
と
懐
か
し
む
（「
思
ひ
出
深
い
愛
読
書
」、
五
三
七
頁
）。
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八

　

愛
読
し
た
記
憶
を
振
り
返
る
際
に
、
そ
の
体
験
が
、
明
治
末
年
に
文
学

青
年
と
し
て
過
ご
し
た
、
共
有
の
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

秋
田
雨
雀
（
一
八
八
三
―
一
九
六
二
年
）
は
、「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
「
霧
」

な
ど
を
読
ん
だ
時
の
印
象
を
今
で
も
は
つ
き
り
思
ひ
浮
べ
る
事
が
出
来
ま

す
。（
中
略
）「
六
人
集
」
や
「
毒
の
園
」
は
、
こ
の
転
換
期
に
日
本
の

若
い
作
家
や
読
書
家
た
ち
に
愛
読
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
す
」
と
記
す
（「
ロ

シ
ヤ
近
代
古
典
の
再
吟
味
」、
五
六
八
頁
）。
中
村
星
湖
（
一
八
八
四
―

一
九
七
四
年
）
も
同
様
に
、「『
六
人
集
』
や
（
中
略
）『
毒
の
園
』
に
収

ま
つ
て
ゐ
る
ロ
シ
ヤ
の
諸
作
品
は
（
中
略
）
私
な
ど
も
、
そ
れ
ら
が
単
行

に
な
る
前
、
初
雑
誌
の
上
で
愛
読
し
て
、
影
響
さ
る
ゝ
点
も
す
く
な
く
な

か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
多
分
、
当
時
の
文
壇
人
ま
た
は
文
学
青
年
で
、
此

の
頃
の
昇
氏
の
翻
訳
の
お
蔭
を
蒙
ら
な
い
者
は
無
か
つ
た
で
あ
ら
う
」
と

語
る
（「
二
葉
亭
を
嗣
ぐ
者
」、
五
五
四
頁
）。
加
藤
武
雄
（
一
八
八
八
―

一
九
五
六
年
）
も
、「
わ
れ
〳
〵
同
時
代
者
が
、
青
年
時
代
に
於
て
最
も

魅
力
を
感
じ
た
の
は
ロ
シ
ア
文
学
で
す
。（
中
略
）「
六
人
集
」「
毒
の
園
」

の
二
集
の
如
き
は
、
と
り
わ
け
愛
誦
措
か
な
か
つ
た
も
の
で
、
こ
れ
ほ
ど

強
い
深
い
影
響
を
受
け
た
書
物
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
回
想
す
る
（「
昇
先

生
へ
の
感
謝
」、
五
二
四
頁
）。

　

宇
野
浩
二
（
一
八
九
一
―
一
九
六
一
年
）
も
当
時
の
感
激
を
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
『
六
人
集
』
と
『
毒
の
園
』
に
収
め
ら
れ
た
、前
記
の
作
家
の
外
に
、

ソ
ロ
グ
ウ
ブ
、
ア
・
ト
ル
ス
ト
イ
、
カ
ア
メ
ン
ス
キ
イ
な
ど
の
作
品

が
、
私
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
頃
二
十
歳
の
文
学
書
生
で
あ
つ
た
私

た
ち
に
、
つ
ま
り
、
昇
曙
夢
の
翻
訳
す
る
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も

共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
へ
る
と
、
私

た
ち
よ
り
二
十
歳
ぐ
ら
ゐ
年
長
の
、
花
袋
、
独
歩
、
そ
の
他
の
先
輩

が
、
二
十
歳
代
に
最
も
愛
読
し
共
鳴
し
た
の
が
二
葉
亭
の
翻
訳
で
あ

つ
た
や
う
に
、
私
た
ち
の
二
十
歳
の
頃
の
文
学
書
生
の
最
も
愛
読
し

共
鳴
し
た
の
は
、
無
論
、
二
葉
亭
や
鷗
外
の
翻
訳
も
愛
読
し
た
け
れ

ど
、
主
と
し
て
、
曙
夢
の
翻
訳
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
「�

永
遠
に
新
し
い『
六
人
集
』と『
毒
の
園
』」（『
六
人
集
と
毒
の
園
』

前
掲
、
五
三
二
頁
）

　

上
記
の
回
想
は
、
一
八
八
二
年
生
ま
れ
の
小
川
未
明
か
ら
、
九
一
年
生

ま
れ
の
宇
野
浩
二
ま
で
、
明
治
末
年
に
二
十
か
ら
三
十
歳
ま
で
く
ら
い
の
、

溌
剌
た
る
青
年
期
を
送
っ
て
い
た
文
学
者
た
ち
の
も
の
で
あ
る
。
八
一
年

生
ま
れ
の
魯
迅
や
八
五
年
生
ま
れ
の
周
作
人
は
、
出
身
国
こ
そ
違
え
、
彼

ら
日
本
人
文
学
者
た
ち
と
、
同
世
代
に
属
す
る
。
中
国
人
留
学
生
独
自
の

感
性
も
働
い
た
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
同
じ
文
学
の
空
気
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
曙
夢
が
訳
し
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
ら
の
ロ
シ
ア
文
学
に
対
す
る
強

い
共
感
を
抱
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
末
年
、
ロ
シ
ア
文
学
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
同
時
代
の
文
学
を

原
書
か
ら
、
そ
れ
も
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
む
き
出
し
の
状
態
で
訳
し
出
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す
、
昇
曙
夢
の
貢
献
は
大
き
か
っ
た
。
加
藤
百
合
『
明
治
期
露
西
亜
文
学

翻
訳
論
攷
』
は
、
曙
夢
に
よ
る
世
紀
末
文
学
の
翻
訳
が
出
は
じ
め
て
、
明

治
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
「
ロ
シ
ア
文
学
は
急
に
身
近
で
若
い
も
の
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
曙
夢
は
欧
米
の
英
語
や
ド

イ
ツ
語
経
由
で
ロ
シ
ア
文
学
を
受
容
し
て
い
た
文
学
者
た
ち
と
異
な
り
、

「
ロ
シ
ア
の
同
時
代
文
学
に
絶
え
ず
目
を
配
り
、
注
目
し
た
若
い
作
家
の

作
品
を
追
跡
し
て
発
表
直
後
に
訳
出
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
（
二
二
）。

日
本
の
読

者
が
、
ロ
シ
ア
の
読
者
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
同
時
代
の
作
家
を
読
ん
で

い
る
感
覚
を
抱
く
に
至
っ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
人
留
学
生
エ
リ
セ
ー
エ
フ

（
一
八
八
九
―
一
九
七
五
年
）
が
『
露
西
亜
現
代
代
表
作
家　

六
人
集
』（
前

掲
）
に
付
し
た
「
序
文
」
か
ら
も
伝
わ
る
。

　

彼
等
は
皆
そ
れ
〴
〵
異
つ
て
居
る
。
異
つ
て
は
居
る
が
、
彼
等
は

等
し
く
私
に
取
つ
て
、
又
恐
ら
く
現
代
文
学
に
興
味
を
有
す
る
凡
て

の
人
に
取
つ
て
、
最
も
親
密
に
、
最
も
貴
い
感
じ
が
す
る
。
我
々
は

何
等
か
の
点
に
於
て
各
作
家
と
繋
が
つ
て
居
る
。
彼
等
の
作
物
に
接

す
る
と
屹
度
何
物
か
我
等
の
心
に
残
る
。
例
へ
ば
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
、

ザ
イ
ツ
ェ
フ
、
ソ
ロ
グ
ー
プ
の
如
き
、
ま
る
で
近
親
の
や
う
な
感
じ

が
す
る
。
我
々
は
彼
ら
と
共
に
生
き
、
共
に
思
想
し
て
居
る
や
う
な
、

内
面
生
活
に
於
て
共
通
の
点
が
多
い
。

第
二
章
　
明
治
末
年
の
日
本
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
流
行

　

昇
曙
夢
の
翻
訳
の
中
で
も
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
（
一
八
七
一
―

一
九
一
九
年
）
の
翻
訳
は
文
学
青
年
た
ち
に
強
い
印
象
を
残
し
た
。
先
ほ

ど
の
『
六
人
集
と
毒
の
園　

附
文
壇
諸
家
感
想
録
』
で
も
、
吉
江
喬
松

（
一
八
八
〇
―
一
九
四
〇
年
）は
、「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の「
霧
」も
ま
た
我
々

の
記
憶
に
永
久
消
す
こ
と
の
出
来
ぬ
幻
影
を
刻
ん
だ
作
品
」
だ
と
回
想
す

る
（「
昇
曙
夢
氏
の
翻
訳
文
学
礼
讃
」、
五
二
一
頁
）。
同
じ
く
中
村
武
羅

夫
（
一
八
八
六
―
一
九
四
九
年
）
は
、
そ
の
感
動
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
六
人
集
」
や
、「
毒
の
園
」
が
出
版
さ
れ
て
、
逸
早
く
そ
れ
を
手

に
し
た
時
の
感
激
と
興
奮
と
は
、
今
で
も
ア
リ
〳
〵
と
覚
え
て
ゐ
る
。

（
中
略
）
／
内
容
に
至
つ
て
は
、
全
く
の
驚
異
だ
つ
た
。（
中
略
）
ア

ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
「
霧
」
な
ど
ゝ
、
一
作
々
々
を
読
み
す
ゝ
ん
で
行

く
に
従
つ
て
、
異
常
な
感
動
に
圧
倒
さ
れ
て
、
息
詰
ま
る
や
う
な
気

が
し
た
も
の
だ
。
初
め
て
ロ
シ
ヤ
の
近
代
文
学
に
接
し
て
、
僕
な
ど

は
ち
や
う
ど
そ
の
時
期
で
も
あ
つ
た
の
か
、
人
生
に
た
い
し
、
文
学

に
た
い
し
て
、
急
に
眼
を
開
か
れ
た
や
う
な
気
が
し
た
。

　
「�

最
初
の
感
激
と
興
奮
」（『
六
人
集
と
毒
の
園
』
前
掲
、
五
二
二
―

三
頁
）

　

も
う
少
し
下
の
世
代
で
も
、
矢
野
峰
人
（
一
八
九
三
年
―
一
九
八
八
年
）
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は
自
伝
の
中
で
、
中
村
春
雨
訳
を
通
し
て
「
ア
ン
ド
レ
ーマ

マフ
宗
の
信
者
」

と
な
っ
た
、
と
回
想
す
る
。

　

ロ
シ
ア
の
作
家
中
、
私
が
最
も
愛
読
し
た
の
は
ア
ン
ド
レ
ーマ

マフ
で

あ
る
。
彼
に
対
す
る
私
の
病
み
つ
き
の
抑
も
は
、
中
村
春
雨
の
訳
し

た『
信
仰
』〔
ア
ン
ド
レ
ー
フ
著
、中
村
春
雨
訳『
信
仰
』杉
本
梁
江
堂
、

一
九
〇
九
年
〕
を
繙
い
た
時
に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
か
な
り
な
長
篇

で
、巻
末
に
は
「
沈
黙
」
と
題
す
る
短
篇
を
添
へ
て
あ
つ
た
。（
中
略
）

　

こ
の
春
雨
訳
に
よ
つ
て
魅
了
せ
ら
れ
た
私
は
俄
に
ア
ン
ド
レ
ー
フ

宗
の
信
者
と
な
り
、
彼
の
あ
ら
ゆ
る
作
品
を
集
め
よ
う
と
す
る
に
至

つ
た
。

�

『
去
年
の
雪　

文
学
的
自
叙
伝（

二
三
）』

　

加
藤
百
合
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
翻
訳
は
、
明
治
四
十
年
代

に
飛
躍
的
に
増
え
、
大
正
期
に
は
明
ら
か
に
減
っ
た
と
い
う
。「「
ア
ン
ド

レ
ー
エ
フ
の
時
代
」
は
急
激
に
訪
れ
、
急
激
に
去
っ
た（
二
四
）」。

短
い
期
間
で

は
あ
る
が
、「
病
み
つ
き
」
に
な
っ
た
の
は
矢
野
だ
け
で
は
な
い
。
上
田

敏
や
二
葉
亭
四
迷
が
先
鞭
を
つ
け
、
昇
曙
夢
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
翻

訳
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
宗
の
信
者
の
群
れ
を
生
み
出
し
た
。
源
貴
志
は
、

他
に
も
影
響
を
受
け
た
作
家
と
し
て
、
森
鷗
外
・
夏
目
漱
石
・
志
賀
直
哉

ら
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
（
二
五
）。
影
響
が
こ
れ
ら
大
作
家
に
と
ど
ま
ら
な
い

こ
と
は
、『
六
人
集
と
毒
の
園　

附
文
壇
諸
家
感
想
録
』
に
見
る
通
り
で
、

し
か
も
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
宗
の
信
者
に
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
も
含
ま
れ

る
。

　

魯
迅
も
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
偏
愛
を
共
有
し
て
い
た
。
周
作
人
は
魯
迅
の

文
学
趣
味
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
『
域
外
小
説
集
』
二
冊
中
に
は
都
合
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ

ラ
ン
ス
各
一
人
一
篇
、
ロ
シ
ア
四
人
七
編
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
人
三
篇
、

ボ
ス
ニ
ア
一
人
二
篇
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
人
一
篇
を
収
め
て
い
る
。

（
中
略
）
そ
の
う
ち
ロ
シ
ア
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
作
二
篇
、
ガ
ル
シ

ン
作
一
篇
は
、
予
才
〔
＝
魯
迅
〕
が
ド
イ
ツ
訳
か
ら
翻
訳
し
た
も
の

だ
。
予
才
は
ど
う
し
た
わ
け
か
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
が
大
好
き
だ
っ
た
。

（
中
略
）
当
時
日
本
で
は
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
は
ま
だ
盛
ん
で
な
く
、

わ
り
に
早
く
そ
し
て
や
や
多
く
紹
介
さ
れ
た
の
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
く

ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
私
た
ち
も
熱
心
に
彼
の
作
品
を
集
め
た
が
、

そ
れ
は
た
だ
珍
重
す
る
だ
け
で
、
べ
つ
に
翻
訳
す
る
気
は
な
か
っ
た
。

毎
月
の
初
め
に
各
種
の
雑
誌
が
出
る
と
、
私
た
ち
は
蚤
取
り
眼
で
さ

が
し
て
、
一
篇
で
も
ロ
シ
ア
文
学
に
関
す
る
紹
介
な
り
翻
訳
な
り
が

あ
る
と
、
必
ず
買
っ
て
き
て
、
そ
の
部
分
だ
け
切
り
取
っ
て
保
存
し

て
お
い
た
。

�

「
魯
迅
に
つ
い
て　

そ
の
二（

二
六
）」

　

魯
迅
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
独
語
か
ら
訳
し
た
が
、
日
本
語
訳
が
あ
る
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一

場
合
は
そ
れ
も
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。
周
作
人
に
よ
れ
ば
、魯
迅
は
「
日

本
文
学
に
対
し
て
は
当
時
は
少
し
も
注
意
せ
ず
、
森
鷗
外
、
上
田
敏
、
長

谷
川
二
葉
亭
等
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
批
評
や
訳
文
の
み
を
重
ん
じ
た
」
と

い
う
（
二
七
）。

い
ず
れ
も
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
訳
者
で
あ
る
。

　

周
兄
弟
が
留
学
中
に
共
訳
で
出
し
た
『
域
外
小
説
集
』
二
冊
（
東
京
で

出
版
、
一
九
〇
九
年
三
月
／
七
月
）
の
所
収
作
品
の
う
ち
、
第
一
冊
の
ア

ン
ド
レ
ー
エ
フ
「
嘘
」〔「
謾
」〕「
沈
黙
」「〔
黙
〕」
は
、
魯
迅
が
独
訳
か

ら
重
訳
し
た
。『
域
外
小
説
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
一
九
〇
九
年
の
段
階
で

は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
邦
訳
は
出
は
じ
め
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
数
が
き

わ
め
て
少
な
い
。
川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
編
『
世
界
文
学
総
合
目
録
第
８

巻　

ロ
シ
ア
編
』
の
「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
編
」
を
参
照
す
る
と
、
〇
九
年

三
月
ま
で
に
訳
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
作
品
は
、「
旅
行
」（
上
田
敏

訳
、『
芸
苑
』
一
九
〇
六
年
一
―
二
月
）、「
こ
れ
は
も
と
（
昔
話
）」（
上

田
訳
、『
趣
味
』
一
九
〇
七
年
五
月
）、「
血
笑
記
」（
二
葉
亭
四
迷
訳
、『
趣
味
』

一
九
〇
八
年
一
月
）、「
天
使
」（
草
野
芝
二
訳
、『
新
小
説
』
一
九
〇
八
年

八
月
）、「
嘘
」（
山
本
迷
羊
訳
、『
太
陽
』
一
九
〇
八
年
十
二
月
）
が
あ
る

に
す
ぎ
な
い
（
二
八
）。
魯
迅
の
訳
し
た
「
沈
黙
」
は
、
上
田
敏
の
仏
語
か
ら
の
翻

訳
が
、『
域
外
小
説
集
』
と
同
時
期
の
〇
九
年
五
月
に
出
る
。
ア
ン
ド
レ
ー

エ
フ
が
大
量
に
訳
さ
れ
る
の
は
〇
九
年
以
降
の
こ
と
で
、
魯
迅
の
翻
訳
が

日
本
で
の
流
行
の
開
始
と
同
時
期
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
域
外
小
説
集
』
か
ら
十
年
あ
ま
り
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
、
魯
迅
・
周

作
人
・
周
建
人
の
共
訳
書
『
現
代
小
説
訳
叢
』
第
一
集
（
上
海
：
商
務
印

書
館
、一
九
二
二
年
五
月
）
の
所
収
作
品
の
う
ち
、ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
「
暗

澹
た
る
靄
の
中
に
」〔「
黯
澹
煙
靄
里
」〕、「
書
籍
」
も
、
魯
迅
に
よ
る
独

語
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。「
暗
澹
た
る
靄
の
中
に
」は
、最
初
昇
曙
夢
が「
薄

暗
い
遠
方
へ
」
と
題
し
て
一
九
一
三
年
に
訳
し
（『
文
章
世
界
』
十
月
）、「
靄

の
中
」
と
改
題
し
て
『
零
落
者
の
群　

露
西
亜
現
代
作
家
選
集
』（
春
陽
堂
、

一
九
一
七
年
）
に
収
録
、
さ
ら
に
魯
迅
が
訳
す
二
年
あ
ま
り
前
の
二
〇
年

十
月
に
は
、『
露
西
亜
現
代
文
豪
傑
作
集
第
１
編　

�

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
傑

作
集
』（
大
倉
書
店
）
に
収
録
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、魯
迅
は
こ
の
『
露

西
亜
現
代
文
豪
傑
作
集
』
の
他
の
巻
を
所
持
し
て
お
り
、
こ
の
巻
も
持
っ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
書
籍
」
に
つ
い
て
も
、
二
〇
年
に
中
村

白
葉
が
「
書
物
」
と
題
し
て
訳
し
（『
中
央
文
学
』
八
月
）、単
行
本
『
チ
ェ

エ
ホ
フ
以
後
』（
叢
文
閣
、
一
九
二
〇
年
九
月
）
に
収
め
た
。

　

魯
迅
に
よ
る
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
受
容
に
つ
い
て
は
、
藤
井
省
三
『
ロ
シ

ア
の
影　

夏
目
漱
石
と
魯
迅
』に
詳
細
な
検
討
が
あ
る
。
魯
迅
の
短
篇「
薬
」

（
一
九
一
九
年
四
月
）
に
お
け
る
、
反
清
革
命
家
の
夏
瑜
が
斬
首
さ
れ
る

場
面
の
描
写
法
に
つ
い
て
、「
魯
迅
は
明
ら
か
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
が
得

意
と
し
た
主
観
的
描
写
法
を
こ
こ
で
用
い
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
実
際

魯
迅
は
、『
中
国
新
文
学
大
系
』
小
説
二
集
の
「
序
」
で
、「「
薬
」
の
ま

と
め
方
は
明
ら
か
に
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
陰
鬱
を
留
め
て
い
る
」
と
自
ら

評
し
た
（
二
九
）。

　

ま
た
、
両
者
の
世
界
観
に
共
通
性
の
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
昇
曙

夢
は
『
露
国
現
代
の
思
潮
及
文
学
』（
前
掲
）
の
「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
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一
二

思
想
と
作
風
」
で
、
次
の
よ
う
に
記
す
（
一
四
三
―
五
頁
）

　

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
は
前
代
の
露
国
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
（
知
識
あ

る
階
級
）
か
ら
二
つ
の
矛
盾
し
た
傾
向
を
承
継
い
て
居
る
。
一
つ
は

社
会
問
題
に
対
す
る
病
的
傾
向
で
、
一
つ
は
之
を
評
価
す
る
際
の
絶

望
的
厭
世
観
で
あ
る
。
之
が
又
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
創
作
の
根
柢
に

横
は
る
矛
盾
で
あ
る
。
此
の
社
会
的
本
能
と
社
会
的
厭
世
観
と
の
結

合
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
が
専
ら
人
生
を
写
実
的
に
描
写
し
て
居
た
時

代
に
は
別
段
矛
盾
で
も
何
で
も
な
か
つ
た
。
何
故
と
言
つ
て
、
実
生

活
に
は
多
く
の
悲
し
む
べ
き
こ
と
、
俗
悪
な
る
事
、
病
的
の
事
が
あ

つ
て
、
始
終
作
者
に
活
き
た
材
料
を
提
供
す
る
か
ら
、
作
者
は
其
れ

を
描
き
さ
へ
す
れ
ば
宜
い
の
だ
。（
中
略
）
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
が
現

実
の
描
写
を
去
つ
て
、
社
会
問
題
を
芸
術
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る

に
従
つ
て
、
其
矛
盾
は
愈
々
明
瞭
に
な
つ
て
来
た
。（
中
略
）
ア
ン

ド
レ
ー
エ
フ
は
実
生
活
の
真
に
対
し
て
、
無
理
な
迫
害
と
変
改
と
を

加
へ
て
、
強
ひ
て
自
分
の
作
物
の
芸
術
的
真
を
亡
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
社
会
問
題
に
対
す
る
病
的
傾
向
」、及
び
「
絶
望
的
厭
世
観
」
は
、

魯
迅
の
初
期
の
短
篇
、「
狂
人
日
記
」
や
「
薬
」
の
よ
う
な
作
品
に
う
か

が
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
末
年
の
日
本
に
留
学
し
た
魯
迅
・
周
作
人
が
ロ

シ
ア
の
現
代
文
学
に
接
触
す
る
上
で
、
昇
曙
夢
の
翻
訳
紹
介
は
案
内
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
魯
迅
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
偏
愛
は
、
同
時
代
の

日
本
の
文
学
青
年
た
ち
と
共
有
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
留
学
を
終
え
て
帰

国
し
た
魯
迅
が
、
再
び
曙
夢
を
通
し
て
ロ
シ
ア
文
学
に
接
近
す
る
の
は
、

明
治
末
年
か
ら
約
十
五
年
が
経
過
し
た
、
一
九
二
五
年
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ロ
シ
ア
革
命
後
の
ソ
ビ
エ
ト
文
学
へ
の

関
心
が
あ
っ
た
。

第
三
章
　
一
九
二
八
年
前
後
の
中
国
に
お
け
る
「
革
命
文
学
論
争
」

　

本
章
で
は
、
魯
迅
が
ソ
ビ
エ
ト
文
学
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
中
国
で
一
九
二
八
年
に
交
わ
さ
れ
た
「
革
命
文

学
論
争
」、
及
び
そ
の
前
後
の
、
魯
迅
に
よ
る
昇
曙
夢
受
容
に
つ
い
て
見

て
い
く
。

　

そ
の
前
に
、
ご
く
簡
単
に
中
国
近
代
文
学
史
を
整
理
し
て
お
く
と
、

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
で
清
朝
が
倒
れ
、
中
華
民
国
が
成
立
す
る
の

は
一
二
年
だ
が
、
近
代
的
な
文
学
の
登
場
は
少
し
遅
れ
る
。
文
学
史
で
は

一
七
年
に
始
ま
る
「
文
学
革
命
」
が
画
期
と
さ
れ
て
お
り
、
雑
誌
『
新
青

年
』
に
掲
載
さ
れ
た
胡
適
「
文
学
改
良
芻
議
」（
一
月
）、
陳
独
秀
「
文
学

革
命
論
」（
二
月
）が
そ
の
口
火
を
切
っ
た
。
翌
一
八
年
に
魯
迅
の
短
篇「
狂

人
日
記
」
が
発
表
さ
れ
（『
新
青
年
』
五
月
）、周
作
人
の
評
論
「
人
的
文
学
」

（
同
十
二
月
）
が
こ
れ
に
つ
づ
い
た
。
一
九
年
の
五
四
運
動
は
、
こ
の
文

学
革
命
を
い
っ
そ
う
推
進
し
、
前
後
に
反
封
建
・
反
帝
国
主
義
の
「
五
四
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一
三

新
文
化
運
動
」
が
盛
り
上
が
る
。
魯
迅
や
周
作
人
は
文
学
革
命
に
先
立
っ

て
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
文
学
を
受
容
し
、
五
四

新
文
化
運
動
の
渦
中
で
、
留
学
時
代
を
中
心
に
吸
収
し
養
分
と
し
た
外
国

文
学
の
知
識
や
文
学
観
を
生
か
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
一
九
二
〇
年
代
の
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
新
た
な
潮
流
が
勃
興
す

る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
あ
る
。

文
学
革
命
に
つ
づ
く
大
き
な
転
換
期
は
、
二
八
年
の
「
革
命
文
学
論
争
」

前
後
に
訪
れ
た
。
革
命
文
学
論
争
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
提
唱
す

る
創
造
社
・
太
陽
社
と
、
魯
迅
・
茅
盾
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
で
あ
る
。

個
人
攻
撃
を
含
む
激
し
い
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
論
争
を
経
て
、

三
〇
年
に
左
翼
作
家
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
中
国
文
壇
の
主
流
を
形
成
し
た
。

　

革
命
文
学
論
争
で
一
方
の
当
事
者
だ
っ
た
魯
迅
は
、
論
争
前
か
ら
、
ソ

ビ
エ
ト
文
学
に
対
し
一
定
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
山
田
敬
三
「
火
を
盗

む
者
」
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
の
関
心
が
あ
ら
わ
に
な
る
の
は
、
一
九
二
四
年

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
日
記
の
各
年
末
に
付
さ
れ
た
書
帳
（
購
入
図
書
目

録
）
か
ら
し
て
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
理
論
に
対
す
る
魯
迅
の
知
識
は
、

こ
う
し
て
一
九
二
四
年
末
よ
り
着
実
に
蓄
積
さ
れ
は
じ
め
て
い
た（
三
〇
）」。
そ

の
知
識
は
、
主
に
昇
曙
夢
の
著
作
か
ら
吸
収
し
た
も
の
で
、
購
入
書
籍
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昇
曙
夢
『
赤
露
見
た
ま
ゝ
の
記
』（「
新
ロ
シ
ヤ
・
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
」

第
一
編
、
新
潮
社
、
一
九
二
四
年
六
月
）　

＊
一
九
二
四
年
十
月
購

入同
『
革
命
期
の
演
劇
と
舞
踊
』（
同
第
二
編
、
新
潮
社
、
一
九
二
四

年
六
月
）　

＊
一
九
二
四
年
十
二
月
購
入

同
『
新
ロ
シ
ヤ
文
学
の
曙
光
期
』（
同
第
三
編
、
新
潮
社
、

一
九
二
四
年
十
月
）　

＊
一
九
二
五
年
購
入

同
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
劇
と
映
画
及
音
楽
』（
同
第
五
編
、
新
潮
社
、

一
九
二
五
年
六
月
）

同
『
第
二
新
ロ
シ
ヤ
美
術
大
観
』（
同
第
六
編
、
新
潮
社
、

一
九
二
五
年
十
二
月
）

同
『
無
産
階
級
文
学
の
理
論
と
実
相
』（
同
第
七
編
、
新
潮
社
、

一
九
二
六
年
七
月
）　

＊
以
上
一
九
二
六
年
購
入

　

読
書
の
成
果
は
、
魯
迅
が
関
わ
る
「
未
名
叢
刊
」
の
一
冊
と
し
て
出
た
、

任
国
楨
『
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
文
芸
論
戦
』〔『
蘇
俄
的
文
芸
論
戦
』〕（
北

京
：
北
新
書
局
、
一
九
二
五
年
八
月
）
の
、
魯
迅
が
書
い
た
「
前
記
」
に

う
か
が
え
る
。
た
だ
し
こ
の
「
前
記
」
は
、
魯
迅
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
述

と
は
い
い
が
た
い
こ
と
が
、
山
田
敬
三
「
詩
人
と
啓
蒙
者
の
は
ざ
ま
」
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
の
「
前
記
」
は
、
執
筆
と

同
年
に
購
入
し
た
、前
年
出
版
の
昇
曙
夢『
新
ロ
シ
ヤ
文
学
の
曙
光
期
』（
前

掲
）
を
、「
部
分
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
り
あ
げ
た
、い
う
な
れ
ば
抄
訳
」

で
あ
る
。
律
儀
に
参
考
文
献
を
記
す
こ
と
が
多
い
魯
迅
が
、「
前
記
」
の

場
合
、
典
拠
で
あ
る
曙
夢
の
著
作
に
触
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
山
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一
四

田
氏
は
、「
あ
る
い
は
、
当
時
の
出
版
事
情
が
影
響
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
推
測
す
る
（
三
一
）。
ま
た
こ
の
「
前
記
」
の
内
容
が
、『
新
ロ
シ
ヤ
文

学
の
曙
光
期
』
の
「
新
ロ
シ
ヤ
文
壇
の
右
翼
と
左
翼
」
の
章
に
も
と
づ
き
、

「
レ
フ
」の
紹
介
に
終
始
す
る
点
に
つ
い
て
、中
井
政
喜
は『
魯
迅
探
索
』で
、

参
照
で
き
る
資
料
が
乏
し
い
中
、「
一
九
二
三
年
の
論
戦
以
前
（
一
九
一
七

年
―
一
九
二
二
年
）
の
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
文
芸
界
を
代
表
す
る
潮
流
が

未
来
派
に
あ
る
と
す
る
昇
曙
夢
の
見
解
に
、
魯
迅
も
頷
く
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
こ
と
、
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
論
じ
る
（
三
二
）。

　

こ
う
し
て
魯
迅
が
一
九
二
四
年
以
来
、
左
翼
文
学
へ
の
関
心
を
深
め
つ

つ
あ
る
中
の
、
二
八
年
、
創
造
社
・
太
陽
社
の
文
学
者
と
、
魯
迅
と
の
間
で
、

革
命
文
学
論
争
が
起
き
た
。
長
く
役
人
と
し
て
北
京
に
住
ん
で
い
た
魯
迅

は
、
厦
門
を
経
て
、
二
七
年
一
月
広
東
へ
移
り
、
中
山
大
学
で
教
授
を
務

め
る
。
し
か
し
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
に
抗
議
し
て
辞
職
し
、
秋
に
は
上

海
へ
移
っ
た
。
こ
の
魯
迅
に
対
し
激
し
い
攻
撃
を
加
え
た
の
が
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
を
提
唱
す
る
、
創
造
社
と
太
陽
社
の
新
進
の
批
評
家
た
ち
で

あ
る
。

　

創
造
社
は
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
日
本
留
学
経
験
者
だ
っ
た
。
第
一
期
の
、

評
論
の
面
で
の
代
表
者
で
あ
る
成
仿
吾
、
ま
た
第
三
期
と
呼
ば
れ
る
、
主

に
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
留
学
し
た
馮
乃
超
や
李
初
梨
ら
が
中
心
に
な
っ

て
、
魯
迅
を
攻
撃
し
た
。
彼
ら
は
日
本
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
洗
礼
を
受
け
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
知
識
を
用
い
て
「
革
命
文
学
」
を
標
榜
し
、
プ
チ

ブ
ル
階
級
の
文
学
者
と
し
て
魯
迅
を
攻
撃
し
た
。
ソ
連
か
ら
帰
っ
て
来
た

太
陽
社
の
蔣
光
慈
や
、
批
評
家
銭
杏
邨
も
攻
撃
に
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
論
争
の
背
景
に
は
、
軍
閥
を
打
倒
し
、
全
土
の
統
一
を
目
指
し
た

北
伐
の
過
程
に
お
い
て
、
国
民
党
と
共
産
党
の
国
共
合
作
が
、
四
・
一
二

ク
ー
デ
タ
ー
で
崩
壊
し
、
左
翼
が
挫
折
の
中
で
高
め
て
い
た
危
機
感
が
あ

る
。
増
田
渉
は
、「
こ
の
革
命
の
挫
折
、
革
命
勢
力
の
交
代
は
、
知
識
階

級
に
大
き
な
衝
撃
を
あ
た
え
、
動
揺
を
お
よ
ぼ
し
た
」
と
い
い
、
中
で
も

「
先
鋭
分
子
」
は
、
革
命
勢
力
を
も
り
返
す
た
め
、「
す
で
に
広
東
時
代
か

ら
多
少
、
声
の
あ
が
っ
て
い
た
「
革
命
文
学
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
再
び

上
海
で
声
高
く
叫
び
は
じ
め
た
。
そ
し
て
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
や
が
て
、

一
そ
う
具
体
的
な
内
容
を
加
え
た
「
無
産
階
級
革
命
文
学
」
と
し
て
打
ち

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
（
三
三
）。

　

ま
た
阿
部
幹
雄
「
成
仿
吾
に
お
け
る
「
文
学
観
」
の
変
遷
」
は
、
革

命
文
学
論
争
の
背
景
に
、
日
本
の
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
を
見
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
半
ば
、
福
本
和
夫
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
は
、
日
本
の
左

翼
学
生
た
ち
の
間
で
一
世
を
風
靡
し
た
。
強
い
影
響
を
受
け
た
中
に
は
、

当
時
京
都
帝
国
大
学
な
ど
で
学
ん
だ
馮
乃
超
や
李
初
梨
ら
、
中
国
人
留
学

生
も
含
ま
れ
る
。
阿
部
は
革
命
文
学
論
争
に
お
け
る
「
文
学
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
文
学
」
の
新
た
な
役
割
は
、
資
本
主
義
的
な
生
産
活
動
に
お
け

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
で
あ
る
と
、
明
確
に
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と
経
済
過
程
の
批
判
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一
五

が
「
円
環
」
と
い
う
言
葉
で
、
一
つ
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
日
本
経
由
の
福
本
イ
ズ
ム

か
ら
来
た
、
新
し
い
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能

だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
成
仿
吾
が
若
い
世
代
か
ら
大
き
な
影
響
を
受

け
た
の
も
こ
の
よ
う
な
観
点
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ

う（
三
四
）。

　

魯
迅
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
触
れ
た
初
期
の
文
章
は
、
一
九
二
七
年

四
月
の
講
演
記
録
、「
革
命
時
代
の
文
学　

一
九
二
七
年
四
月
八
日
黄
埔

軍
官
学
校
で
の
講
演
」（『
而
已
集
』
上
海
：
北
新
書
局
、一
九
二
八
年
所
収
）

で
あ
る
。
か
な
り
皮
肉
な
調
子
で
文
学
と
革
命
の
関
係
を
揶
揄
し
て
い
る
。

　

こ
の
革
命
の
中
心
地
〔
広
州
〕
に
い
る
文
学
者
〔
創
造
社
の
郭
沫

若
・
成
仿
吾
ら
を
指
す
〕
は
、
文
学
は
革
命
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ

す
、
と
言
い
た
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
で
も
っ
て

革
命
を
宣
伝
し
、
鼓
吹
し
、
扇
動
し
て
、
革
命
を
促
進
し
、
ま
た
革

命
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。
だ
が
私

は
思
う
。
そ
の
よ
う
な
文
章
は
無
力
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

よ
い
文
芸
作
品
と
い
う
も
の
は
、
他
人
か
ら
命
令
を
受
け
ず
、
利
害

を
も
顧
み
ず
、
お
の
ず
と
心
の
な
か
か
ら
湧
き
出
た
も
の
と
相
場
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
前
も
っ
て
題
が
き
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
文
章
を
作
る
な
ら
、
そ
れ
は
八
股
文
と
お
な
じ
こ
と
で
、

文
学
的
に
は
い
さ
さ
か
の
価
値
も
な
く
、
ま
し
て
人
を
動
か
す
力
な

ど
、
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す（
三
五
）。

　

こ
の
講
演
は
、
直
接
に
は
成
仿
吾
の
、「
完
成
我
們
的
文
学
革
命
」（『
洪

水
』
第
三
巻
第
二
十
五
期
、
一
九
二
七
年
一
月
十
六
日
）
な
ど
に
対
す
る

反
撃
で
あ
る
。
か
つ
て
魯
迅
の
小
説
集
『
吶
喊
』（
一
九
二
三
年
）
に
対
す

る
成
の
批
評
に
対
し
、
魯
迅
が
反
感
を
抱
い
て
以
来
、
両
者
は
関
係
が
悪

か
っ
た
（
三
六
）。

魯
迅
が
言
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
主
人
持
ち
の
文
学
」（
志
賀

直
哉
が
小
林
多
喜
二
に
送
っ
た
書
簡
の
言
葉
（
三
七
）

）
に
対
す
る
反
感
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
段
階
で
の
、
魯
迅
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
対
す
る
態
度
は

ま
だ
明
確
で
は
な
い
。

　

し
か
し
翌
一
九
二
八
年
に
入
る
と
、
両
者
は
正
面
か
ら
や
り
合
う
（
三
八
）。

馮

乃
超
「
芸
術
与
社
会
生
活
」（『
文
化
批
判
』
創
刊
号
、
一
九
二
八
年
一
月

十
五
日
）
や
成
仿
吾
「
従
文
学
革
命
到
革
命
文
学
」（『
創
造
月
刊
』
第

一
巻
第
九
期
、
一
九
二
八
年
二
月
）
な
ど
に
対
し
て
、
魯
迅
は
「「
酔

眼
」
中
の
朦
朧
」〔「「
酔
眼
」
中
的
朦
朧
」〕（『
語
絲
』
第
四
巻
第
十
一
号
、

一
九
二
八
年
三
月
十
二
日
。『
三
閑
集
』
上
海
：
北
新
書
局
、
一
九
三
二
年
）

を
発
表
し
、
流
行
の
主
義
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
提
唱
さ
れ
、
し
か

も
そ
の
主
義
に
内
実
が
伴
わ
な
い
点
を
厳
し
く
指
弾
す
る
。

　

遅
ま
き
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
創
造
社
は
、
一
昨
年
は
株
式
募
集

を
や
り
、
昨
年
は
顧
問
弁
護
士
を
や
と
い
、
今
年
つ
い
に
「
革
命
文
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学
」
の
旗
を
か
か
げ
た
。
か
く
て
復
活
し
た
批
評
家
成
仿
吾
は
、「
芸

術
の
殿
堂
」
守
護
の
職
務
を
棄
て
て
「
大
衆
獲
得
」
に
乗
り
出
し
、

し
か
も
革
命
文
学
者
に
「
最
後
の
勝
利
を
保
証
」
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
飛
躍
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。
文
筆
業
者
は
敏
感
な

も
の
が
多
い
。
絶
え
ず
自
分
の
没
落
を
気
に
し
て
、
そ
れ
を
防
ぐ
の

に
懸
命
で
あ
る
こ
と
、
大
海
に
漂
流
す
る
も
の
が
手
当
り
次
第
に
何

で
も
つ
か
み
た
が
る
の
と
同
然
で
あ
る
。
二
十
世
紀
こ
の
か
た
、
や

れ
表
現
主
義
、
や
れ
ダ
ダ
イ
ズ
ム
、
や
れ
何
や
ら
イ
ズ
ム
、
そ
の
興

亡
の
は
げ
し
さ
が
よ
い
証
拠
だ
。
し
か
も
現
在
は
、
大
い
な
る
時
代
、

動
揺
の
時
代
、
転
換
の
時
代
で
あ
る
。
中
国
以
外
の
国
で
は
、
お
お

む
ね
階
級
の
対
立
が
十
分
に
先
鋭
化
し
て
お
り
、
労
働
者
農
民
大
衆

の
力
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
も
し
自
分
を
没
落
か
ら

救
い
た
い
な
ら
、
か
れ
ら
の
側
に
つ
く
の
が
当
然
だ

（
三
九
）。

　
「
文
学
」
観
自
体
の
変
革
（
阿
部
論
文
）
を
促
す
、
成
仿
吾
ら
創
造
社

か
ら
の
攻
撃
を
、
魯
迅
は
正
面
か
ら
受
け
て
立
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、

自
ら
を
攻
撃
す
る
際
に
旗
印
と
さ
れ
た
「
革
命
文
学
」
を
深
く
理
解
す
る

た
め
、
魯
迅
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
理
論
書
を
読
み
、
マ
ル
ク
ス
主
義

文
学
と
向
き
合
う
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

　

魯
迅
は
「「
硬
訳
」
と
「
文
学
の
階
級
性
」」〔「「
硬
訳
」
与
「
文
学
的

階
級
性
」」〕（『
萌
芽
月
刊
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
三
〇
年
三
月
。『
二

心
集
』
上
海
合
衆
書
店
、
一
九
三
二
年
）
で
、
皮
肉
な
調
子
で
論
敵
の
不

勉
強
を
指
摘
し
つ
つ
、
ソ
ビ
エ
ト
の
文
芸
理
論
書
を
訳
し
た
理
由
を
述
べ

る
。　

私
の
よ
う
な
「
硬
訳
」
で
難
解
き
わ
ま
る
「
天
上
」
理
論
〔
ル
ナ

チ
ャ
ル
ス
キ
ー
文
芸
論
の
日
本
語
か
ら
の
重
訳
『
文
芸
与
批
評
』
水

沫
書
店
、
一
九
二
九
年
を
指
す
〕
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
図
で
訳

し
た
の
か
。（
中
略
）

　

私
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。
自
分
の
た
め
に
、
ま
た
、
無
産
文
学

批
評
家
を
も
っ
て
自
任
す
る
少
数
の
人
の
た
め
に
、
ま
た
、
一
部
の

「
気
分
爽
快
」
を
目
的
と
し
な
い
、
困
難
を
お
そ
れ
ず
に
少
し
で
も

こ
の
理
論
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
ね
が
う
読
者
の
た
め
に
訳
す
の
で

あ
る
、
と
。

　

一
昨
年
こ
の
か
た
、
私
へ
の
個
人
攻
撃
は
き
わ
め
て
多
い
。
ど
の

雑
誌
に
も
「
魯
迅
」
の
名
が
見
つ
か
ら
ぬ
こ
と
が
な
い
く
ら
い
だ
。

そ
し
て
そ
の
筆
者
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
見
に
は
い
ず
れ
も
革
命
文
学

者
づ
ら
を
し
て
い
る
。
だ
が
私
は
、
そ
の
何
篇
か
を
読
ん
で
み
て
、

ど
れ
も
く
だ
ら
ぬ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
ス
が
皮
膚
を
つ
き
刺

さ
ず
、銃
弾
は
急
所
を
そ
れ
て
い
た
。（
中
略
）
そ
こ
で
私
は
考
え
た
、

こ
う
し
た
点
で
の
理
論
的
な
参
考
書
が
あ
ま
り
に
少
な
い
た
め
に
、

み
ん
な
頭
の
整
理
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
、
と
。
い
ま
や
敵
を
解
剖

し
、
敵
を
噛
み
く
だ
く
こ
と
を
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

（
四
〇
）。
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一
七

　

こ
の
よ
う
に
魯
迅
は
革
命
文
学
論
争
を
通
じ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

と
は
何
な
の
か
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
丸
尾
常
喜
は
、
創
造
社
の
主
張
は

「
理
論
の
水
準
も
低
く
、
何
よ
り
も
中
国
の
現
実
に
対
す
る
真
剣
な
考
察

を
欠
い
た
観
念
的
な
も
の
」
で
、
魯
迅
は
こ
の
欠
点
を
批
判
し
た
が
、
そ

れ
と
同
時
に
魯
迅
自
身
も
、「
こ
の
論
戦
を
と
お
し
て
、
彼
自
身
も
マ
ル

ク
ス
主
義
や
そ
の
文
芸
理
論
を
熱
心
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
」

と
論
じ
る
（
四
一
）。

ま
た
丸
山
昇
は
、
魯
迅
が
革
命
文
学
論
争
で
展
開
し
た
文
学

観
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
芸
術
論
に
触
れ
る
以
前
か
ら
、「
彼
の
内
部
に

形
作
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
を
く
り
返
し
強
調
し
な
が
ら
も
、
魯
迅
が
昇
曙

夢
訳
の
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
『
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
論
』
を
購
入
す
る
の

は
、
論
争
が
始
ま
っ
て
以
降
の
一
九
二
八
年
九
月
で
あ
り
、
蔵
原
惟
人
訳

の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
『
階
級
社
会
の
芸
術
』
を
購
入
す
る
の
は
同
年
十
月
、

外
村
史
郎
訳
『
芸
術
論
』
は
同
年
十
一
月
と
い
う
よ
う
に
、「
彼
が
マ
ル

ク
ス
主
義
芸
術
論
を
系
統
的
・
集
中
的
に
読
み
、
訳
す
の
は
、
自
分
で
も

い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
創
造
社
、
太
陽
社
に
「
押
し
や
ら
れ
て
」
の
二
八

年
後
半
以
降
」
だ
と
指
摘
す
る
（
四
二
）。

　

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
文
学
の
日
本
に
お
け
る
流

行
を
、
留
学
生
だ
っ
た
魯
迅
も
共
有
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
過
程
で

昇
曙
夢
の
翻
訳
紹
介
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
点
に
つ
い
て
は
先
に
見

た
。
そ
れ
か
ら
十
五
年
あ
ま
り
後
、
革
命
文
学
論
争
を
経
て
、
ソ
ビ
エ
ト

の
文
学
理
論
に
接
近
す
る
際
に
魯
迅
が
依
拠
し
た
の
も
、
や
は
り
曙
夢
の

紹
介
翻
訳
だ
っ
た
。
明
治
末
年
か
ら
昭
和
に
わ
た
る
曙
夢
の
息
の
長
い
活

動
が
、
魯
迅
に
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
理
解
の
基
盤
を
提
供
し
た
の
で

あ
る
。

第
四
章
　�

昇
曙
夢
を
通
し
た
ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
受
容
―
大
正
末
年
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て

　

魯
迅
は
一
九
二
四
年
か
ら
、
ソ
ビ
エ
ト
文
学
に
対
し
昇
曙
夢
の
紹
介
を

通
し
て
接
近
し
た
。
そ
し
て
革
命
文
学
論
争
を
経
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文

学
論
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
評
論
を
日
本
語
か
ら

翻
訳
す
る
よ
う
に
な
る
。
曙
夢
「
最
近
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
」（『
改
造
』
第
十

巻
第
六
号
、
一
九
二
八
年
六
月
）
を
訳
し
た
、「
最
近
的
戈
理
基
」（
魯
迅

編
訳
『
壁
下
訳
叢
』
上
海
：
北
新
書
局
、
一
九
二
九
年
四
月
）
が
そ
の
最

初
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
文
芸
理
論
家
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
（
一
八
七

五
―
一
九
三
三
年
）
の
著
作
の
、
昇
曙
夢
に
よ
る
日
本
語
訳
『
マ
ル
ク
ス

主
義
芸
術
論
』（「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
理
論
叢
書
」
第
２
編
、
白
揚
社
、

一
九
二
八
年
七
月
）
を
、『
芸
術
論
』（「
芸
術
理
論
叢
書
」
第
一
種
、上
海
：

大
江
書
鋪
、
一
九
二
九
年
六
月
）
と
し
て
訳
し
た
。「
小
序
」
に
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
小
さ
な
本
は
、
日
本
の
昇
曙
夢
の
訳
を
重
訳
し
た
も
の
で
あ

る
。（
中
略
）
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一
八

　

原
本
は
圧
縮
し
て
精
髄
に
し
た
よ
う
な
本
で
あ
り
、
ま
た
生
物
学

的
社
会
学
に
依
拠
し
、
そ
の
中
は
生
物
、
生
理
、
心
理
、
物
理
、
科

学
、
哲
学
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
学
問
の
範
囲
は
き
わ
め
て
広

い
。
美
学
お
よ
び
科
学
的
社
会
主
義
に
つ
い
て
は
な
お
の
こ
と
言
う

ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
訳
者
は
お
よ
そ
素
養
が
な
い
の

で
、
筆
が
滞
り
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
た
び
に
、
茂
森

唯
士
の
『
新
芸
術
論
』（「
芸
術
と
産
業
を
収
め
る
」）〔『
新
芸
術
論
』

至
上
社
、
一
九
二
五
年
十
二
月
〕
お
よ
び
「
実
証
美
学
の
基
礎
」
の

外
村
史
郎
の
訳
〔『
芸
術
の
社
会
的
基
礎
』
叢
文
閣
、
一
九
二
八
年

十
一
月
〕、
ま
た
馬
場
哲
哉
〔
＝
外
村
史
郎
〕
の
訳
〔『
実
証
美
学
の

基
礎
』
人
文
会
出
版
部
、
一
九
二
六
年
四
月
〕
を
参
照
し
た

（
四
三
）。

　

魯
迅
は
昇
曙
夢
の
ソ
ビ
エ
ト
文
学
紹
介
を
購
入
し
た
の
み
な
ら
ず
、
曙

夢
の
訳
し
た
理
論
書
を
、
他
の
訳
も
参
照
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
中
国
語

に
訳
し
た
。
こ
の
こ
ろ
魯
迅
は
、
曙
夢
が
過
去
に
訳
し
た
ロ
シ
ア
文
学

の
集
成
で
あ
る
、『
露
西
亜
現
代
文
豪
傑
作
集
』
全
六
編
（
大
倉
書
店
、

一
九
二
〇
―
二
二
年
）
も
購
入
し
て
い
る
。
日
記
の
一
九
二
九
年
六
月

十
二
日
に
は
、「
内
山
書
店
に
行
き
、『
露
西
亜
現
代
文
豪
傑
作
集
』
の
二
、

六
各
一
冊
、
計
二
元
四
角
を
買
う
」
と
の
記
述
が
あ
る
（
四
四
）。
魯
迅
の
蔵
書
は
、

第
二
編
「
ク
ー
プ
リ
ン
・
ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
シ
ェ
フ
傑
作
集
」、
第
三
篇
「
ザ

イ
ツ
ェ
フ
・
ソ
ロ
グ
ー
プ
傑
作
集
」、
第
五
編
「
チ
ェ
ー
ホ
フ
傑
作
集
」、

第
六
編
「
現
代
露
国
詩
人
傑
作
集
」
で
あ
る
が
、
第
一
篇
「
ア
ン
ド
レ
ー

エ
フ
傑
作
集
」
も
購
入
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
恐
ら
く
ロ
シ
ア
文
学

へ
の
関
心
が
よ
み
が
え
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

魯
迅
は
文
学
の
み
な
ら
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
の
美
術
に
も
関
心
を
抱
い
て

い
た
。『
新
俄
画
選
』（
朝
花
社
編
「
芸
苑
朝
華
」
第
一
期
第
五
集
、
上

海
：
光
華
書
局
、
一
九
三
〇
年
五
月
）
は
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
の
前
衛
絵

画
、
構
成
派
の
版
画
の
紹
介
で
あ
る
。「
小
序
」
で
は
、
昇
曙
夢
『
新
ロ

シ
ヤ
美
術
大
観
』（「
新
ロ
シ
ヤ
・
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
」
第
四
編
、
新
潮
社
、

一
九
二
五
年
二
月
）
を
利
用
し
た
点
に
つ
い
て
、

　

本
文
中
の
説
明
と
五
幅
の
画
は
、
昇
曙
夢
の
『
新
ロ
シ
ア
美

術
大
観
』
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
八
幅
は
、R.�

F ueloep-M
iller

の“T
he �M

ind �and �Face �of �Bolshevism
”

所

載
の
も
の
を
複
製
し
た
こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
こ
こ
に
明
ら
か
に
し
て

お
く（
四
五
）。

と
記
す
。
辻
田
正
雄
は
、
日
本
留
学
時
代
に
始
ま
る
魯
迅
の
ロ
シ
ア
に
対

す
る
関
心
は
、「
一
九
二
七
年
こ
ろ
か
ら
、ソ
連
の
文
学
・
芸
術
関
係
書
（
そ

の
か
な
り
の
部
分
は
日
本
語
訳
の
も
の
）
の
購
入
が
め
だ
ち
、
ま
た
中
国

へ
の
紹
介
も
お
こ
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
が
、
成
果
の
一
つ
が
こ
の
ソ
ビ

エ
ト
芸
術
の
紹
介
だ
っ
た
（
四
六
）。

　

昇
曙
夢
の
紹
介
や
翻
訳
を
通
し
て
ソ
ビ
エ
ト
文
学
へ
の
接
近
を
は
か
っ

て
い
た
の
は
、
魯
迅
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
九
二
九
年
ご
ろ
か
ら
上
海
で
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一
九

魯
迅
と
親
し
く
交
わ
り
、
教
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
馮
雪
峰
（
一
九
〇

三
―
七
六
年
）
は
、
そ
れ
以
前
の
、
北
京
大
学
で
聴
講
生
を
し
て
い
た

二
五
年
か
ら
日
本
語
を
自
習
し
、
二
六
年
か
ら
の
曙
夢
の
「
新
ロ
シ
ヤ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」の
部
分
訳
を
発
表
し
た
。『
新
俄
文
学
的
曙
光
期
』（
上
海
：

北
新
書
局
、
一
九
二
七
年
二
月
。
昇
曙
夢
編
『
新
ロ
シ
ヤ
文
学
の
曙
光
期
』

前
掲
の
訳
）、「
蘇
俄
的
二
種
跳
舞
劇
」『
莽
原
』
第
二
巻
第
五
期
、
同
年

三
月
十
日
。『
革
命
期
の
演
劇
と
舞
踏
』
前
掲
の
訳
）、『
新
俄
的
無
産
階

級
文
学
』（
上
海
：
北
新
書
局
、
同
年
三
月
。『
無
産
階
級
文
学
の
理
論
と

真
相
』
前
掲
の
訳
）、『
新
俄
的
演
劇
運
動
与
跳
舞
』（
上
海
：
北
新
書
局
、

同
年
五
月
。『
革
命
期
の
演
劇
と
舞
踏
』前
掲
の
訳
）な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
訳
は
、
馮
雪
峰
が
ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
現
状
を
知
る
た
め
に
行
っ

た
も
の
で
、
魯
迅
も
注
目
し
て
い
た
。
馮
雪
峰
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

柔
石
〔
馮
雪
峰
の
師
範
学
校
時
代
の
先
輩
。
上
海
で
馮
を
魯
迅
に

引
き
合
わ
せ
た
〕
は
、
し
か
も
私
に
こ
う
言
っ
た
、
魯
迅
先
生
は
か

つ
て
私
を
話
題
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
。
私
が
訳
し
た
ソ
ビ
エ
ト

の
『
文
芸
政
策
』
と
い
う
本
は
、
当
時
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、

魯
迅
先
生
も
訳
し
、『
奔
流
』
に
連
載
し
て
い
た
。（
中
略
）
柔
石
に

よ
れ
ば
、
魯
迅
先
生
は
、
私
が
一
九
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て

訳
し
た
、
日
本
の
昇
曙
夢
の
ソ
ビ
エ
ト
の
文
学
・
演
劇
・
ダ
ン
ス
な

ど
に
関
す
る
三
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
言
及
し
て
、
こ
う
い
っ
た

紹
介
は
中
国
の
文
芸
界
に
役
立
つ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
と
い
う（
四
七
）。

　

魯
迅
自
身
、
昇
曙
夢
の
ソ
ビ
エ
ト
文
学
紹
介
を
中
国
語
に
訳
し
て
い
た

の
で
、
馮
雪
峰
の
翻
訳
に
注
目
し
た
の
も
当
然
と
い
え
る
。
た
だ
し
魯
迅

に
し
て
も
馮
に
し
て
も
、
曙
夢
自
身
に
対
す
る
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
関
心
の
対
象
は
あ
く
ま
で
曙
夢
の
紹
介
す
る
、
ソ
ビ
エ
ト
の
文
学

動
向
や
文
学
理
論
で
あ
っ
た
。
蘆
田
肇
「
馮
雪
峯
に
お
け
る
「
同
伴
者
」

論
の
受
容
と
形
成
」
は
、
曙
夢
の
ソ
ビ
エ
ト
文
学
紹
介
に
つ
い
て
、「
自

説
を
展
開
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
当
時
と
し
て
は
最
新
の
ソ
ビ
エ
ト
の

文
学
評
論
家
、
文
学
史
家
の
説
、
原
資
料
に
依
り
な
が
ら
、
革
命
以
後
、

内
容
と
形
式
の
両
面
で
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
そ
の
国
の
新
文
芸
を
め

ぐ
る
様
々
な
現
象
、
動
向
に
つ
い
て
の
客
観
的
紹
介
を
基
調
と
し
た
、
か

な
り
啓
蒙
的
な
性
格
を
帯
び
た
論
述
」
だ
と
し
た
上
で
、
馮
雪
峰
に
と
っ

て
曙
夢
の
著
作
を
翻
訳
す
る
こ
と
は
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
文
学
を
広
く
知

る
た
め
に
役
立
っ
た
の
で
あ
り
、「
そ
の
こ
と
が
ソ
ビ
エ
ト
の
「
同
伴
者
」

論
を
受
け
と
め
、
中
国
の
文
芸
状
況
に
そ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
ま
で
可
能

に
さ
せ
る
間
接
的
な
素
地
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
彼
に
提
供
し
た
」
と

指
摘
し
て
い
る
（
四
八
）。

　

魯
迅
・
馮
雪
峰
以
外
に
も
、
昇
曙
夢
を
経
由
し
て
ソ
ビ
エ
ト
文
学
を
受

容
し
た
中
国
人
作
家
は
数
多
く
存
在
す
る
。
蘆
田
肇
の
労
作
『
中
国
左
翼

文
芸
理
論
に
お
け
る
翻
訳
・
引
用
文
献
目
録
（
一
九
二
八
―
一
九
三
三
）』

を
参
照
し
つ
つ
（
四
九
）、
筆
者
の
目
に
入
っ
た
文
献
も
加
え
な
が
ら
挙
げ
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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二
〇

李
可
訳
「
最
近
之
高
爾
基
」（『
小
説
月
報
』
第
十
九
巻
第
八
号
、

一
九
二
八
年
八
月
）

＊�
昇
曙
夢
「
最
近
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
」（『
改
造
』
第
十
巻
第
六
号
、

一
九
二
八
年
六
月
）

林
伯
修
訳
「
理
論
与
批
評　

無
産
階
級
文
学
論
末
章
」（『
海
風
週
報
』

第
一
―
五
号
、
一
九
二
九
年
一
月
一
日
―
二
十
七
日
）

＊�

ペ
・
コ
ー
ガ
ン
著
、昇
曙
夢
訳『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
論
』（
白
揚
社
、

一
九
二
八
年
三
月
）
所
収
の
「
理
論
と
批
評
」

陳
俶
達
訳
『
現
代
俄
国
文
芸
思
潮
』（
上
海
：
華
通
書
局
、

一
九
二
九
年
十
月
）

＊�

昇
曙
夢
『
露
國
近
代
文
藝
思
想
史
』（
大
倉
書
房
、
一
九
一
八
年
）

か
？
（
五
〇
）

沈
端
先
〔
＝
夏
衍
〕
訳
『
新
興
文
学
論
』（
上
海
：
南
強
書
局
、

一
九
二
九
年
十
一
月
）

＊�

ペ
・
コ
ー
ガ
ン
著
、昇
曙
夢
訳『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
論
』（
白
揚
社
、

一
九
二
八
年
三
月
）

沈
端
先
〔
＝
夏
衍
〕
訳
「
伊
里
幾
的
芸
術
館
」（『
拓
荒
者
』
第
二
号
、

一
九
三
〇
年
二
月
十
日
）

＊�

レ
ー
ジ
ュ
ネ
フ
著
、
昇
曙
夢
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
批
評
論
』（
白

揚
社
、
一
九
二
九
年
七
月
）
所
収
の
「
レ
ー
ニ
ン
と
芸
術
」
？

沈
端
先
〔
＝
夏
衍
〕
訳
『
偉
大
的
十
年
間
文
学　

新
興
文
学
論
続
編

（
上
海
：
南
強
書
局
、
一
九
三
〇
年
九
月
）

＊�

ペ
・
コ
ー
ガ
ン
著
、
昇
曙
夢
訳
『
最
近
十
年
間
の
文
学
』（
白
揚
社
、

一
九
二
八
年
三
月
）

許
亦
非
訳
『
俄
国
現
代
思
潮
及
文
学
』（
上
海
：
現
代
書
局
、

一
九
三
三
年
八
月
）

　

詳
細
な
情
報
の
不
明
な
、
あ
る
い
は
筆
名
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い

訳
者
も
い
る
が
、
沈
端
先
＝
夏
衍
（
一
九
〇
〇
―
一
九
九
五
年
）
は
、

一
九
二
〇
年
代
に
日
本
に
留
学
、
帰
国
後
翻
訳
に
従
事
し
て
い
た
。

　

翻
訳
を
自
分
の
職
業
に
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
し
じ
ゅ
う
北
四

川
路
の
内
山
書
店
へ
本
さ
が
し
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
日
本
語
が
話

せ
た
こ
と
と
、
い
つ
も
買
う
の
が
左
翼
の
定
期
刊
行
物
と
進
歩
的
な

書
物
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
た
ち
ま
ち
書
店
の
主
人
、
内
山
完
造
と

知
り
合
い
ま
し
た
。
内
山
は
と
て
も
客
好
き
で
、
そ
の
こ
ろ
、
日
本

か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
、
馮
乃
超
、
李
初
梨
、
彭
康
と
い
っ
た
文
化

人
が
み
な
こ
の
書
店
の
常
連
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
魯
迅
、
陳
望
道
、

夏
丏
尊
、
郁
達
夫
、
田
漢
ま
で
、
み
な
が
内
山
完
造
の
友
だ
ち
で
し

た
。
当
時
は
日
本
の
左
翼
運
動
の
全
盛
期
で
、
上
海
で
は
ま
た
内
山

書
店
で
の
み
左
翼
系
書
店
の
出
し
た
書
籍
や
雑
誌
を
入
手
で
き
た
の

で
す
。

�

『
夏
衍
自
伝　

上
海
に
燃
ゆ（

五
一
）』
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こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
留
学
経
験
者
た
ち
、
夏
衍
の
み
な
ら
ず
魯
迅
や
、

あ
る
い
は
革
命
文
学
論
争
で
魯
迅
と
敵
対
し
た
馮
乃
超
ら
も
、
内
山
書
店

で
昇
曙
夢
の
著
作
を
含
む
日
本
の
左
翼
関
係
の
文
献
を
手
に
入
れ
、
翻
訳

し
た
。

　

昇
曙
夢
が
中
国
で
も
っ
と
も
熱
心
に
読
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
一
九
二
〇

年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ロ

シ
ア
文
学
の
紹
介
者
と
し
て
の
そ
の
仕
事
は
継
続
し
て
注
目
さ
れ
た
。
白

井
澄
世
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
日
本
文
壇
の
流
行
を

受
け
て
、
様
々
な
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
が
中
国
に
も
流
入
し
た
こ
と
を

論
じ
る
中
で
、
当
時
の
総
合
的
な
文
芸
誌
『
文
学
』
の
一
九
三
四
年
七
月

号
（
第
三
巻
第
一
期
）
の
欄
外
に
は
、
日
本
で
昇
曙
夢
『
綜
合
研
究
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
再
観
』（
ナ
ウ
カ
社
、
一
九
三
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
と

の
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
言
及
し
て
い
る
（
五
二
）。

　

昇
曙
夢
に
限
定
せ
ず
、
日
本
を
経
由
し
た
ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
受
容
へ
と

視
野
を
広
げ
る
な
ら
、
無
数
の
文
献
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
蘆
田
篇

『
中
国
左
翼
文
芸
理
論
に
お
け
る
翻
訳
・
引
用
文
献
目
録
（
１
９
２
８
―

１
９
３
３
）』
は
、「
ま
え
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

魯
迅
の
『
藝
術
論
』（
１
９
３
０
・
７　

光
華
書
局
）『
文
藝
与
批
評
』

（
１
９
２
９
・　
　

水
沫
書
店
）
と
題
す
る
訳
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
プ

レ
ハ
ー
ノ
フ
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
の
邦
訳
を
底
本
と
し
た
重
訳
で

あ
る
と
い
う
事
実
を
考
え
る
と
き
、
私
の
手
元
に
あ
る
こ
の
書
籍
と

同
じ
も
の
を
、
魯
迅
が
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
翻
訳
し
て
い
た
の
だ
、
と

い
う
私
個
人
の
ひ
と
り
よ
が
り
な
感
慨
を
越
え
て
、
中
国
の
左
翼
文

芸
運
動
を
支
え
た
当
時
の
青
年
達
が
、
日
本
の
青
年
達
と
同
じ
よ
う

に
、
魯
迅
訳
の
文
芸
理
論
書
に
傍
線
を
引
き
、
書
き
込
み
を
し
て
厳

し
い
運
動
に
精
一
杯
か
か
わ
ろ
う
と
し
、
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
そ
の

姿
が
、
や
は
り
眼
前
に
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

日
中
間
に
は
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
論
を
必
要

と
し
、
受
容
し
た
時
代
の
共
有
性
に
加
え
て
、
日
本
の
、
ま
た
は
日

本
を
経
由
し
た
ソ
ビ
エ
ト
な
ど
の
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
論
の
中
国
へ

の
移
入
と
い
う
点
で
、
１
９
３
０
年
代
文
芸
に
お
け
る
日
本
と
中
国

の
特
殊
な
影
響
関
係
を
設
定
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
極
め
て
興
味
深

い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。（
中
略
）

　

中
国
の
１
９
３
０
年
代
文
芸
の
も
つ
中
国
的
独
自
性
を
認
め
つ
つ

も
、
文
芸
理
論
に
限
ら
ず
、
外
国
の
影
響
を
捨
象
す
る
こ
と
は
、
や

は
り
実
状
に
即
し
て
い
な
い
。
今
ま
で
例
え
ば
、
創
造
社
系
の
日
本

留
学
生
に
よ
る
「
福
本
イ
ズ
ム
」
の
影
響
、「
蔵
原
理
論
」
の
中
国

へ
の
移
入
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
明
ら
か
に
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
全
体
的
に
み
た
と
き
、
日
本
の
、
ま
た
は
日

本
を
経
由
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
論
の
影
響
が
か
な
り
強
い
こ
と

は
、
ほ
ぼ
大
方
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
五
三
）。

　

蘆
田
の
触
れ
て
い
る
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
の
著
書
を
、
昇
曙
夢
に
よ

10



― 99（22） ―― 98（23） ―

中国における日本を経由したロシア・ソビエト文学受容の一側面……大東　和重

二
二

る
日
本
語
訳
か
ら
重
訳
し
た
、魯
迅
訳『
文
芸
与
芸
術
』（
上
海
：
水
沫
書
店
、

一
九
二
九
年
十
月
）
は
、「
科
学
的
芸
術
叢
書
」
の
一
冊
で
あ
る
。
こ
れ

は
馮
雪
峰
が
魯
迅
と
と
も
に
編
ん
だ
翻
訳
の
叢
書
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
レ

ハ
ー
ノ
フ
の
著
書
の
訳
で
あ
る『
芸
術
論　

附
二
十
年
間
的
序
文
』（
上
海
：

光
華
書
局
、
一
九
三
〇
年
七
月
）
は
、
タ
イ
ト
ル
は
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー

の
そ
れ
（
大
江
書
鋪
、
一
九
二
九
年
）
と
同
じ
だ
が
、
外
村
史
郎
訳
『
芸

術
論
』（「
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
理
論
叢
書
」
一
、
叢
文
閣
、
一
九
二
八
年
）

か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
こ
の『
芸
術
論
』訳
が
収
め
ら
れ
た
光
華
書
局
の「
科

学
的
芸
術
論
叢
書
」
は
、
水
沫
書
店
の
そ
れ
と
同
様
の
装
幀
で
、
連
続
性

を
持
た
せ
て
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
受
容
に
お
い
て
も
、

昇
曙
夢
の
果
た
し
た
役
割
は
軽
視
で
き
な
い
。
た
だ
し
そ
の
影
響
力
に
つ

い
て
は
、
中
国
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
日
本
に
お
い
て
も
、
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
楠
山
正
雄
（
一
八
八
四
―
一
九
五
〇
年
）
は
曙
夢
の
影
響
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

わ
た
く
し
な
ど
、
従
来
ロ
シ
ア
文
学
の
影
響
か
ら
も
つ
と
も
遠
い

者
で
す
ら
、
こ
の
た
び
再
刊
さ
れ
る
「
毒
の
園
」
と
「
六
人
集
」
の

中
の
小
説
は
殆
ど
の
こ
ら
ず
一
度
な
ら
ず
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
、（
中

略
）
一
般
に
専
門
の
文
学
者
た
ち
の
間
に
昇
さ
ん
に
よ
る
ロ
シ
ア
文

学
の
感
化
は
、
少
く
と
も
大
正
中
期
ま
で
は
支
配
的
で
あ
つ
た
で
せ

う
。
共
産
革
命
後
は
本
国
の
文
壇
も
、
そ
の
影
響
を
う
け
た
こ
ち
ら

の
翻
訳
文
壇
も
、
同
様
に
混
乱
と
不
透
明
を
つ
ゞ
け
る
う
ち
に
、
い

つ
か
わ
た
く
し
た
ち
も
ロ
シ
ア
文
学
へ
の
関
心
を
失
ひ
か
け
て
ゐ
る

有
様
で
す
が
（
後
略
）

　
「�

昇
曙
夢
と
上
田
敏
」（『
六
人
集
と
毒
の
園
』
前
掲
、
五
五
七
―

八
頁
）

　

日
本
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
親
近
し
た
の
は
、
小
川
未
明
や
秋
田
雨

雀
ら
同
伴
者
作
家
を
除
き
、
楠
山
ら
大
正
の
文
学
者
よ
り
も
一
回
り
下
の
、

生
年
が
一
九
〇
〇
年
前
後
よ
り
後
の
世
代
で
あ
る
。
楠
山
ら
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
へ
の
関
心
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
ビ
エ
ト
文
学
に
対
し
て
は
か
な
り

距
離
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
若
い
世
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
愛

好
者
が
、
ソ
ビ
エ
ト
文
学
に
共
感
を
抱
い
て
い
た
か
と
い
う
と
、
少
な
く

と
も
文
壇
を
挙
げ
て
、
と
い
っ
た
規
模
で
は
な
い
。
当
然
昇
曙
夢
の
影
響

の
範
囲
に
も
、
限
定
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
席

巻
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
三
〇
年
前
後
の
日

本
と
中
国
の
文
壇
は
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
日
中
の
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学

は
、
必
ず
し
も
ソ
ビ
エ
ト
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
か
っ
た
し
、
ソ
ビ
エ
ト
文
学
と
の
距
離
に
お
い
て
も
同
じ
で
は
な

か
っ
た
。
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以
上
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
、
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
、
昇
曙
夢
の
翻
訳
紹
介
を
中
心
に
、
中
国
に
お
け
る
日
本
を
経
由

し
た
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
受
容
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
曙
夢
の
翻
訳

紹
介
が
、
日
本
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
中
国
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
受
容
の
過
程
に
お
い
て
、
昇

曙
夢
自
身
の
独
自
な
視
点
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
点
で
あ

る
。
本
稿
の
目
的
は
、
曙
夢
自
身
の
文
学
を
論
じ
る
こ
と
に
は
な
い
の
で
、

ご
く
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
た
い
が
、
魯
迅
ら
の
曙
夢
を
通
し
た
ロ
シ

ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
受
容
に
お
い
て
、
曙
夢
は
透
明
な
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。
曙
夢
独
自
の
見
解
が
組
み
込
ま
れ

る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
見
か
け
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
曙
夢
自
身
、
ロ
シ

ア
文
学
の
翻
訳
紹
介
に
お
い
て
は
黒
子
に
徹
し
て
い
た
。

　
『
露
西
亜
現
代
代
表
作
家　

六
人
集
』（
前
掲
）
の
「
自
序
」
で
、
昇
曙

夢
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

此
の
六
人
は
そ
れ
〴
〵
の
方
面
に
於
て
、
そ
れ
〴
〵
の
意
味
に
於
て
、

現
代
露
西
亜
文
学
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
る
。
彼
等
の
作
物
に
は
優

美
に
し
て
多
方
面
な
、
そ
し
て
始
終
何
物
か
を
憧
憬
し
て
永
久
に
動

揺
の
止
ま
な
い
現
代
精
神
が
最
も
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ

れ
等
の
作
に
接
す
る
と
作
者
の
不
安
な
言
葉
の
蔭
に
我
々
の
精
神
が

波
打
ツ
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
そ
こ
に
我
々
は
現
代
人
共
通
の

生
命
を
認
む
る
の
で
あ
る（
五
四
）。

　

し
か
し
昇
曙
夢
自
身
の
著
作
か
ら
は
、「
始
終
何
物
か
を
憧
憬
し
て
永

久
に
動
揺
の
止
ま
な
い
現
代
精
神
」
が
さ
ほ
ど
見
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
は

紹
介
者
に
徹
し
た
曙
夢
の
意
志
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は

故
郷
の
奄
美
を
描
い
た
『
大
奄
美
史　

奄
美
諸
島
民
俗
誌
』（
奄
美
社
、

一
九
四
九
年
）
に
こ
そ
、
曙
夢
の
創
作
者
と
し
て
の
個
性
が
表
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

＊�

日
本
語
文
献
は
引
用
に
際
し
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
、
ル
ビ
・

傍
点
等
は
省
略
し
た
。
中
国
語
文
献
の
引
用
は
注
記
し
た
も
の
を

除
き
拙
訳
に
よ
る
。

＊�

本
論
文
は
、
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
一
三
年
度
秋
季
大
会
の
パ
ネ

ル
発
表
「
昇
曙
夢
に
つ
い
て
」
の
報
告
に
も
と
づ
く
。
発
表
の
際

に
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
昇
曙
夢
の
研
究
と
顕
彰
に
長
年
努
め
て
こ
ら
れ
た
和
田
芳
英

氏
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

注
　
（
一
）�

周
作
人
「
我
的
雑
学
（
五
）　

外
国
小
説
」（『
華
北
新
報
』
一
九
四
四
年
六



― 97（24） ―― 96（25） ―

中国における日本を経由したロシア・ソビエト文学受容の一側面……大東　和重

二
四

月
四
日
。『
苦
口
甘
口
』
上
海
：
太
平
書
局
、
一
九
四
四
年
十
一
月
所
収
）。

た
だ
し
引
用
は
『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
九
巻
（
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
七
―
八
頁
）
の
拙
訳
に
拠
る
。

　
（
二
）�
林
煌
天
主
編
『
中
国
翻
訳
詞
典
』（
武
漢
：
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

の
葉
水
夫
「
中
国
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
文
学
」〔「
俄
蘇
文
学
在
中

国
」〕（
一
五
九
頁
）。

　
（
三
）�

欧
米
の
文
芸
思
潮
の
、
日
本
を
経
由
し
た
受
容
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
は
他

に
、『
郁
達
夫
と
大
正
文
学
〈
自
己
表
現
〉
か
ら
〈
自
己
実
現
〉
の
時
代
へ
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、「
中
国
自
然
主
義
―
一
九
二
〇
年
代

前
半
の
中
国
に
お
け
る
自
然
主
義
と
日
本
自
然
主
義
の
移
入
」（『
比
較
文
学
』

第
四
十
八
巻
、
日
本
比
較
文
学
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、「
恋
愛
妄
想
と
無

意
識
―
『
蒲
団
』
と
中
国
モ
ダ
ニ
ズ
ム
作
家
・
施
蟄
存
」（『
比
較
文
学
研
究
』

第
八
十
二
号
、
東
大
比
較
文
学
会
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）
が
あ
る
。

　
（
四
）�

日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

机
上
版
』（
講
談
社
、

一
九
七
四
年
）
の
新
谷
敬
三
郎
「
昇
曙
夢
」（
一
一
五
〇
頁
）、林
煌
天
主
編
『
中

国
翻
訳
詞
典
』（
前
掲
）
の
李
暁
虹
「
昇
曙
夢
（
１
８
７
８
―
１
９
５
８
）」

（
五
九
六
頁
）
を
参
照
し
た
。

　
（
五
）�

昇
曙
夢
の
著
作
目
録
に
は
、
長
谷
部
宗
吉
の
労
作
「
昇
曙
夢
著
作
年
譜

（
稿
）」［
Ⅰ
］
―
［
Ⅳ
］（『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
五
十
一

／
五
十
二
・
五
十
三
／
五
十
四
・
五
十
五
／
五
十
六
・
五
十
七
号
、
二
〇
〇
八

年
三
月
―
二
〇
一
一
年
三
月
）
が
あ
る
。
主
要
著
作
は
、
ク
レ
ス
出
版
か
ら

復
刻
版
の
『
昇
曙
夢　

翻
訳
・
著
作
選
集
』
全
七
巻
（
源
貴
志
・
塚
原
孝
編
・

解
説
、
二
〇
一
一
年
）
が
出
て
い
る
。

　
（
六
）�

本
書
の
中
国
語
訳
は
、
許
亦
非
訳
『
俄
国
現
代
思
潮
及
文
学
』（
上
海
：
現

代
書
局
、
一
九
三
三
年
八
月
）

　
（
七
）�

引
用
は
『
昇
曙
夢
翻
訳
・
著
作
選
集
〈
著
作
篇
２
〉
革
命
後
の
ロ
シ
ヤ
文
学
』

（
前
掲
）
に
拠
る
。

　
（
八
）�

汪
馥
泉
訳
『
現
代
文
学
十
二
講
』（
上
海
：
北
新
書
局
、一
九
三
一
年
七
月
）
は
、

生
田
長
江
・
昇
曙
夢
他
著
『
近
代
文
芸
十
二
講
』（
新
潮
社
、
一
九
二
一
年
）

の
訳
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
未
詳
。

　
（
九
）�

秋
吉
収
「
中
国
に
お
け
る
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
受
容　

民
国
初
期
の
文
壇
を
中

心
に
」（『
高
知
女
子
大
学
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
四
十
四
巻
、

一
九
九
六
年
三
月
）。

（
一
〇
）�

三
宝
政
美
「
中
国
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ホ
フ　

一
九
二
〇
年
代
の
翻
訳
・
紹
介

を
通
し
て
」（『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
十
五
号
、一
九
八
九
年
三
月
）。

（
一
一
）�

周
作
人
『
知
堂
回
想
録
』（
香
港
：
三
育
図
書
文
具
公
司
、一
九
七
〇
年
）
の
「
知

堂
回
想
録
七
九　

学
俄
文
」（
一
九
六
一
年
五
月
十
日
執
筆
）。
た
だ
し
引
用

は
『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
十
三
巻
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、二
〇
〇
九
年
、

三
七
六
―
七
頁
）
の
拙
訳
に
拠
る
。

（
一
二
）�

引
用
は
『
魯
迅
全
集
』
第
十
八
巻
（
日
記
Ⅱ
、
南
雲
智
他
訳
、
学
習
研
究
社
、

一
九
八
五
年
、
一
四
頁
）
に
拠
る
。

（
一
三
）�

梁
艶
「
周
作
人
と
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ　
「
歯
痛
」
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」（『
野

草
』
第
九
十
一
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
の
指
摘
に
も
と
づ
く
。

（
一
四
）�

引
用
は
『
周
作
人
日
記
』（
大
象
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
の
一
九
一
七
年

六
月
三
十
日
／
七
月
一
日
に
拠
る
。

（
一
五
）�

韋
叢
蕪
（
一
九
〇
五
―
七
八
年
）
訳
『
窮
人
』（
未
名
社
、一
九
二
六
年
六
月
）

に
付
し
た
序
文
。

（
一
六
）�

引
用
は
『
魯
迅
全
集
』
第
九
巻
（
集
外
集
・
集
外
集
拾
遺
、
筧
文
生
訳
、
学

習
研
究
社
、
一
九
八
五
年
、
一
四
〇
頁
）
に
拠
る
。

（
一
七
）�

周
兄
弟
の
形
影
相
伴
う
仲
睦
ま
じ
さ
、
及
び
一
九
二
三
年
の
絶
交
に
つ
い
て

は
、
中
島
長
文
『
ふ
く
ろ
う
の
声　

魯
迅
の
近
代
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
）

の
「
道
聴
塗
説　

周
氏
兄
弟
の
場
合
」
を
参
照
。

（
一
八
）�
飯
倉
照
平
『
人
類
の
知
的
遺
産
69　

魯
迅
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
、
六
―

七
頁
）。

（
一
九
）�

引
用
は
『
昇
曙
夢
翻
訳
・
著
作
選
集
〈
翻
訳
篇
２
〉　

六
人
集
・
毒
の
園
』（
前

掲
）
に
拠
る
。



― 96（25） ―

文　　　化

二
五

（
二
〇
）�

森
鷗
外
訳
「
犬
」（『
黄
金
杯
』
春
陽
堂
、
一
九
一
〇
年
一
月
）、『
鷗
外
全
集
』

第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。
上
田
敏
訳
「
ク
サ
カ
」（『
新

小
説
』
一
九
〇
九
年
一
月
。
そ
の
後
『
心
』
春
陽
堂
、
同
年
六
月
に
収
録
）、

『
定
本
上
田
敏
全
集
』
第
二
巻
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、一
九
七
九
年
）
所
収
。

両
訳
の
関
係
に
つ
い
て
、小
堀
桂
一
郎『
森
鷗
外　

文
業
解
題（
翻
訳
篇
）』（
岩

波
書
店
、一
九
八
二
年
）
の
『
黄
金
杯
』
の
項
目
に
検
討
が
あ
る
（
六
〇
頁
）。

（
二
一
）�『
六
人
集
と
毒
の
園　

附
文
壇
諸
家
感
想
録
』
に
つ
い
て
は
、
和
田
芳
英
『
ロ

シ
ア
文
学
者
昇
曙
夢
＆
芥
川
龍
之
介
論
考
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）

を
参
照
。

（
二
二
）�

加
藤
百
合
『
明
治
期
露
西
亜
文
学
翻
訳
論
攷
』（
東
洋
書
店
、
二
〇
一
二
年
、

二
七
六
―
二
八
一
頁
）。

（
二
三
）�

矢
野
峰
人
『
去
年
の
雪　

文
学
的
自
叙
伝
』（
大
雅
書
店
、
一
九
五
五
年
、

五
四
―
六
頁
）。

（
二
四
）�

加
藤
百
合
『
明
治
期
露
西
亜
文
学
翻
訳
論
攷
』（
前
掲
、
三
四
八
頁
）。

（
二
五
）�

源
貴
志
「
神
経
衰
弱
の
文
学　

谷
崎
潤
一
郎
と
ロ
シ
ア
文
学
」（『
早
稲
田
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
三
輯
第
二
分
冊
、一
九
九
八
年
二
月
）。

（
二
六
）�

周
作
人
「
関
於
魯
迅
之
二
」（『
瓜
豆
集
』
上
海
：
宇
宙
風
社
、
一
九
三
七
年

所
収
）。
た
だ
し
引
用
は
松
枝
茂
夫
訳
『
周
作
人
随
筆
』（
冨
山
房
百
科
文
庫
、

一
九
九
六
年
、
二
八
二
―
三
頁
）
に
拠
る
。

（
二
七
）�

周
作
人
「
関
於
魯
迅
之
二
」（『
瓜
豆
集
』
前
掲
）。
た
だ
し
引
用
は
松
枝
茂

夫
訳
『
周
作
人
随
筆
』（
前
掲
、
二
八
二
―
三
頁
）
に
拠
る
。

（
二
八
）�

川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
編
『
世
界
文
学
総
合
目
録
第
８
巻　

ロ
シ
ア
編
』（
大

空
社
・
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）。

（
二
九
）�

藤
井
省
三『
ロ
シ
ア
の
影　

夏
目
漱
石
と
魯
迅
』（
平
凡
社
選
書
、一
九
八
五
年
）

の
第
五
章
「
魯
迅
と
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
」（
一
七
八
―
八
三
頁
）。

（
三
〇
）�

山
田
敬
三
「
火
を
盗
む
者
」（『
魯
迅
の
世
界
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
七
年
、

二
三
七
頁
）。

（
三
一
）�

山
田
敬
三「
詩
人
と
啓
蒙
者
の
は
ざ
ま　
『
集
外
集
拾
遺
』解
説
」（『
魯
迅
全
集
』

第
九
巻
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
五
年
、
六
三
四
―
五
頁
）。

（
三
二
）�

中
井
政
喜
『
魯
迅
探
索
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
の
第
九
章
「『
蘇
俄

的
文
芸
論
戦
』
に
関
し
て
」（
三
五
六
―
七
頁
）。

（
三
三
）�

増
田
渉
「
魯
迅
の
雑
感
文
と
そ
の
背
景
」（『
中
国
文
学
史
研
究　
「
文
学
革
命
」

と
前
夜
の
人
々
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
一
〇
三
頁
）。

（
三
四
）�

阿
部
幹
雄
「
成
仿
吾
に
お
け
る
「
文
学
観
」
の
変
遷
」（『
言
語
社
会
』
第
二
号
、

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（
三
五
）�

引
用
は
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
』
第
四
巻
（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
一
年
、

一
一
三
―
四
頁
）
に
拠
る
。

（
三
六
）�

成
仿
吾
の
『
吶
喊
』
批
評
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
魯
迅
『
吶
喊
』
と
近
代
的

作
家
論
の
登
場　

一
九
二
〇
年
代
前
半
の
中
国
に
お
け
る
読
書
行
為
と
『
吶

喊
』「
自
序
」」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
八
集
、二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
三
七
）�

志
賀
直
哉
の
小
林
多
喜
二
宛
一
九
三
一
年
八
月
七
日
付
書
簡
。
引
用
は
『
志

賀
直
哉
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
〇
年
、二
〇
六
頁
）
に
拠
る
。

（
三
八
）�

革
命
文
学
論
争
に
お
け
る
主
要
な
評
論
は
、
李
富
根
・
劉
洪
編
『
恩
怨
録
・

魯
迅
和
他
的
論
敵
文
選
』（
今
日
中
国
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
三
九
）�

引
用
は
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
』
第
四
巻
（
前
掲
、
二
三
五
頁
）
に
拠
る
。

（
四
〇
）�

引
用
は
竹
内
好
訳『
魯
迅
文
集
』第
四
巻（
前
掲
、三
二
九
―
三
〇
頁
）に
拠
る
。

（
四
一
）�

丸
尾
常
喜
『
魯
迅　

花
の
た
め
腐
草
と
な
る
』（
集
英
社
、
一
九
八
五
年
、

二
三
一
―
二
頁
）。

（
四
二
）�

丸
山
昇『
魯
迅
と
革
命
文
学
』（
紀
伊
国
屋
新
書
、一
九
七
二
年
）の
第
三
章「
革

命
文
学
論
戦
に
お
け
る
魯
迅
」（
一
一
六
―
七
頁
）。

（
四
三
）�

引
用
は
『
魯
迅
全
集
』
第
十
二
巻
（
古
籍
序
跋
集
・
訳
文
序
跋
集
、蘆
田
肇
訳
、

学
習
研
究
社
、
一
九
八
五
年
、
三
六
五
―
六
頁
）
に
拠
る
。

（
四
四
）�
引
用
は
『
魯
迅
全
集
』
第
十
八
巻
（
日
記
Ⅱ
、
南
雲
智
他
訳
、
学
習
研
究
社
、

一
九
八
五
年
、
二
六
一
頁
）
に
拠
る
。

（
四
五
）�

引
用
は
『
魯
迅
全
集
』
第
九
巻
（
集
外
集
・
集
外
集
拾
遺
、
辻
田
正
雄
訳
、
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二
六

学
習
研
究
社
、
一
九
八
五
年
、
四
一
六
頁
）
に
拠
る
。

（
四
六
）�

辻
田
正
雄
「
訳
者
解
説
」『
魯
迅
全
集
』
第
九
巻
（
前
掲
、
四
一
八
頁
）。

（
四
七
）�
馮
雪
峰
『
回
憶
魯
迅
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
二
年
）。
た
だ
し
引

用
は
魯
迅
博
物
館
・
魯
迅
研
究
室
・《
魯
迅
研
究
月
刊
》
選
編
『
魯
迅
回
憶

録　
専
著
』中
冊（
北
京
出
版
社
、一
九
九
九
年
、五
五
二
頁
）の
拙
訳
に
拠
る
。

（
四
八
）�

蘆
田
肇
「
馮
雪
峯
に
お
け
る
「
同
伴
者
」
論
の
受
容
と
形
成　

そ
の
《
革
命

与
知
識
階
級
》」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
八
冊
、
一
九
八
五
年

十
月
）。

（
四
九
）�

蘆
田
肇
編
『
中
国
左
翼
文
芸
理
論
に
お
け
る
翻
訳
・
引
用
文
献
目
録
（
１
９
２

８
―
１
９
３
３
）』（
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
第
二
十
九
輯
、
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
八

年
）。

（
五
〇
）�

康
東
元
『
日
本
近
・
現
代
文
学
の
中
国
語
訳
総
覧
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
〇
六
年
）

の
指
摘
に
よ
る
（
一
四
四
頁
）。

（
五
一
）�

夏
衍
『
懶
尋
旧
夢
録
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
八
五
年
）。

た
だ
し
引
用
は
阿
部
幸
夫
訳
『
夏
衍
自
伝　

上
海
に
燃
ゆ
』（
東
方
書
店
、

一
九
八
九
年
、
二
八
頁
）
に
拠
る
。

（
五
二
）�

白
井
澄
世
「
魯
迅
と
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
文
学
の
伝
播　

同
時
代
の
日
本
・
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
中
心
に
」（『
東

京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
十
二
号
、二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）。

（
五
三
）�

芦
田
肇
編
『
中
国
左
翼
文
芸
理
論
に
お
け
る
翻
訳
・
引
用
文
献
目
録
（
１
９
２

８
―
１
９
３
３
）』（
前
掲
）。

（
五
四
）�

引
用
は
『
昇
曙
夢
翻
訳
・
著
作
選
集　
〈
翻
訳
篇
二
〉　

六
人
集
・
毒
の
園
』（
前

掲
）
に
拠
る
。
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中国における日本を経由した
ロシア・ソビエト文学受容の一側面

―昇曙夢の紹介・翻訳を中心に―

大　東　和　重

　近代中国でロシア・ソビエト文学を受容する際に、日本留学生の果たした役割は大きい。
一九〇〇年代以来続々と来日した、魯迅・周作人兄弟を代表とする中国人日本留学生たち
は、日本で日本文学のみならず西洋文学を吸収し、帰国後文学活動を展開した。西洋文学
の中でも留学生たちが注目したのはロシア文学だったが、明治末年以降日本ではロシア文
学者の昇曙夢が旺盛な翻訳・紹介を行っており、アンドレーエフなどの翻訳が文学青年の
間で愛読された。魯迅ら留学生も、曙夢の活動を通してロシア文学に親しみ、アンドレー
エフ熱を日本人文学者たちと共有した。魯迅らは帰国後も曙夢の翻訳紹介を通してロシア
文学に触れ、ソビエトが成立、中国で革命文学論争などを経てプロレタリア文学が勃興し
た後も、曙夢の紹介はソビエト文学を理解する入り口となった。本稿では、中国における
日本を経由したロシア・ソビエト文学受容の一側面として、一九二〇年代後半までの中国
で、昇曙夢の紹介・翻訳がいかに読まれたかを概観した。
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